
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る

農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

一
、
は
じ
め
に

二
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
産
業
構
造
と
農
産
物
輸
出

付
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
に
お
け
る
農
産
物
輸

出
の
比
重

口
農
産
物
輸
出
の
動
向

三
、
農
産
物
輸
出
成
長
の
規
定
要
因

付

分

析

方

法

伺
貿
易
相
手
国
別
検
討

旬
商
品
グ
ル
ー
プ
別
検
討

四
、
日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
両
国
に
お
け
る
輸
出

一
、
は
じ
め
に

力日

爪

優

賀

入
行
動
の
特
性
と
輸
出
多
角
化
政
策
の
評
価

付

分

析

方

法

向
日
本
の
輸
入
行
動
の
特
性
と
オ

l
ス
ト
ラ
リ

ア
の
シ
ェ
ア

白
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
行
動
の
特
性
と
多

角
化
計
画
の
評
価

伺
日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
両
国
に
お
け
る
輸

出
入
シ
ェ
ア
の
見
通
し

五
、
お
わ
り
に

本
稿
の
課
題
は
、
戦
後
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
産
物
輸
出
の
動
向
を
検
討
す
る
と
共
に
、
特
に
一
九
六

O
年
以
降
の
二

O

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

年
間
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
成
長
を
世
界
全
体
の
輸
出
の
伸
び
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
輸
出
成
長
パ
タ
ー
ン
の



第
1
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
集
計
的
な
農
業
生
産
は
過
去
三

0
年
間
に
年
率
約
三
%
前
後
で
成
長
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
牛
肉
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

規
定
要
因
を
分
析
す
る
と
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
導
出
さ
れ
る
若
干
の
政
策
的
課
題
を
検
討
す
る
と
共
に
、

そ
の
主
要
部
分
で

あ
る
輸
出
多
角
化
計
画
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
論
に
先
立
っ
て
歴
史
的
推
移
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ょ
う
。イ

ギ
リ
ス
人
に
よ
る
入
植
以
来
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
専
ら
、

イ
ギ
リ
ス
へ
の
農
産
物
輸
出
を
経
済
発
展
の
原
動
力
と
し
て
来
た
。

初
期
の
頃
は
羊
毛
を
中
心
と
す
る
牧
羊
業
を
主
要
な
産
業
と
し
、

一
九
世
紀
半
ば
の
食
肉
冷
凍
輸
送
船
の
発
明
を
き
っ
か
け
に
、
羊
毛

か
ら
羊
肉
へ
と
そ
の
比
重
を
移
し
て
来
た
が
、
依
然
と
し
て
牧
羊
業
の
重
要
性
は
低
下
す
る
こ
と
な
く
、

い
わ
ゆ
る
「
羊
の
背
に
の
る

ラ
ッ
キ
ー
・
カ
ン
ト
リ
ー
」
と
し
て
経
済
成
長
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
六

0
年
代
に
な
っ
て
合
成
繊
維
の
出
現
に
よ
り
、
羊
毛
の
国
際
価
格
が
暴
落
す
る
に
つ
れ
て
、
羊
毛
部
門
は
次
第
に
斜
陽
化
し
、

羊
飼
養
頭
数
も
減
少
し
始
め
た
。
こ
う
し
た
傾
向
の
中
で
羊
肉
部
門
も
従
来
ほ
ど
の
活
況
を
呈
さ
な
く
な
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
に
代
わ

っ
て
所
得
弾
力
性
の
よ
り
大
き
な
牛
肉
部
門
が
成
長
産
業
と
し
て
飛
躍
的
な
拡
大
を
遂
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

小
麦
、
米
な
ど
が
次
第
に
成
長
率
を
高
め
て
き
て
お
り
、
逆
に
羊
毛
、
羊
肉
、
酪
農
な
ど
は
成
長
率
を
低
下
さ
せ
、
最
近
の
一

0
年
間

で
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
示
し
て
い
る
。

て
来
た
。
前
者
と
し
て
は
特
に
、

過
去
に
採
ら
れ
て
来
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
業
政
策
は
、
①
農
業
開
発
政
策
と
②
農
産
物
輸
出
政
策
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

ス
ノ

I
ウ
ィ
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
礼
配
や
マ
レ

1
川
・
マ
ラ
ン
ビ
ジ

I
川
流
域
の
大
規
模
濯
概
事
業
が
有

名
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
陸
東
南
部
の
小
麦
を
初
め
と
す
る
穀
類
地
帯
が
拡
大
さ
れ
、
放
牧
と
耕
種
作
物
と
の
混
合
農
業
地
帯

が
発
展
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
現
在
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
牧
地
帯
は
、
東
南
沿
岸
部
と
西
南
沿
岸
部
と
に
位
置
し
て
肥
沃
な
土
壌
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第 2表(a) 農牧地帯別生産額構成¥¥¥1 -平均約九 7

放牧地帯 小麦・羊地帯 多雨地帯

羊 毛 0.858 0.353 0.545 

羊 肉 O. 120 0.158 

肉 牛 0.102 0.063 O. 150 

大 麦穀物など 0.040 0.053~ 0目 464 O. 147 

その他 0.065 

出所[f'オーストラリ 7の経済と農業.!I(シドニ一大学出版会)，オーストラリ 7

政府統計局『農業統計.lI(1974年).

第 2表(防 「放牧地帯」における農業生産の自己および交叉価格弾力性

品「¥l羊

羊毛

肉牛

穀物その他

資料:第 2表(叫に同じ.

%の価格変化

毛!肉 牛|穀物その他

-0.039 -0.043 

一O目 332 1. 008 0.676 

-0.929 1. 724 2.654 

第2表(c) 「小麦・羊地帯」における農業生産の自己および交叉価格弾力性

l %の価格変化

(tEf)¥ 羊毛 l羊肉|肉牛|小麦|大麦|その他

羊 毛 -0.020 i ー 0.152 -0.014 -0.044 

羊 肉 -0.031 I 0.225 -0.015: -0.118 -0.011 一0.034

肉 牛 -0.077 1 -0目 023 0.483 -0.269 -0.025 0.078 

麦 -0.254 -0.075 -0.114 0.766 -0.08C -0.245 

大 麦 -0.078 -0.270 0.497 -0.078 

その他 -0.204 -0.061 I -0. Cヲ2 -0.687 -0.064 1. 111 

資料:第 2表(晶)に同じ.

四



「多雨地帯」における農業生産の自己および交叉価格弾力性

穀物その他

-0.053 

-0.097 

-0.314 

0.620 

変格のヲも

牛

-0.005 

-0.010 

O. 343 

-0.320 

肉肉

-0.002 

0.112 

-0.010 

-0目 104

羊毛

0.060 

-0.006 

-0.019 

-0.196 

(生産量)
の反応

羊 毛

羊肉

肉牛

穀物その他

資料:第 2表(a)に同じ.

羊

第 2表(d)

に
恵
ま
れ
る
「
多
雨
地
帯
」
と
内
陸
部
の
砂
漠
の
周
辺
地
域
に
位
置
し
て
広
大
で
は
あ
る
が
地
力

の
痔
せ
た
「
放
牧
地
帯
」
お
よ
び
両
者
の
中
聞
に
位
置
し
て
安
定
的
に
高
い
生
産
性
を
誇
っ
て
い

る
「
小
麦
・
羊
地
帯
」
の
三
つ
の
農
牧
地
帯
に
区
別
さ
れ
る

(
第
一
図
)
。

こ
の
「
小
麦
・
羊
地

帯
」
は
主
と
し
て
大
規
模
な
濯
瓶
事
業
に
よ
り
開
発
さ
れ
て
来
た
が
、
も
と
も
と
水
の
少
な
い
半

乾
燥
地
域
に
多
く
の
作
物
が
導
入
さ
れ
、
新
た
に
マ
メ
科
牧
草
類
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

従
来
の
休
閑
地
を
廃
し
て
穀
作
と
家
畜
飼
養
と
の
兼
営
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

穀
物
と
羊
毛
あ
る
い
は
羊
肉
と
の
相
対
価
格
や
相
互
の
収
益
性
の
如
何
に
応
じ
て
経
営
部
門
の
比

重
を
適
宜
変
え
る
な
ど
危
険
の
分
散
を
は
か
る
道
が
聞
け
、
経
営
の
安
定
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
農
牧
地
帯
毎
の
生
産
状
況
と
価
格
に
対
す
る
生
産
反
応
は
第
2
表
制

ー
叫
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
「
小
麦
・
羊
地
帯
」
は
他
の
地
帯
よ
り
も
価
格
に
対
す
る
生
産

反
応
が
伸
縮
的
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

し
か
し
一
九
六

0
年
代
以
降
の
世
界
農
産
物
市
場
の
過
剰
基
調
が
深
刻
に
な
る
に
つ
れ
て
、
輸

出
の
伸
び
が
鈍
化
し
、
圏
内
で
も
非
効
率
的
な
未
開
発
地
域
の
経
済
開
発
や
補
助
金
交
付
に
反
省

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
、
農
産
物
輸
出
政
策
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ

る
。
周
知
の
通
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
農
産
物
の
流
通
、
販
売
、
輸
出
等
の
か
な
り
の
部

分
は
各
種
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ボ

l
ド
に
よ
り
遂
行
さ
れ
て
来
た
。
現
在
で
は
、
殆
ど
の
作
物
ご

五



と
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ボ

1
ド
が
組
織
さ
れ
、

そ
の
機
能
も
市
場
開
発
や
研
究
調
査
等
も
含
め
て
ま
す
ま
す
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。

-マ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

~ ノ、

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ボ

l
ド
の
多
く
は

一
九
三

0
年
代
の
不
況
期
に
次
々
と
樹
立
さ
れ
た
が
、
中
で
も
食
肉
ボ

l
ド
と
小
麦
ボ

l
ド
と
は

長
い
歴
史
を
も
っ
て
お
り
、
積
極
的
に
輸
出
政
策
に
関
与
し
て
い
る
。

に
も
拘
わ
ら
ず
最
近
ニ

0
年
問
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
は
世
界
全
体
の
輸
出
の
伸
び
を
大
き
く
下
回
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
分

析
で
は

こ
う
し
た
輸
出
の
鈍
化
が
知
何
な
る
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
分

析
に
先
立
っ
て
、
第
二
章
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
と
農
業
部
門
の
動
向
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
続
く
第
三
章
で
は
、
輸
出
鈍

化
傾
向
の
規
定
要
因
に
つ
い
て

C
M
S
分
析
に
よ
り
検
討
す
る
。
さ
ら
に
第
四
章
で
は
、
最
近
急
速
に
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
重

要
性
を
増
し
て
来
た
日
本
と
の
関
係
に
注
目
し
、

そ
の
貿
易
行
動
の
特
性
お
よ
び
両
国
間
貿
易
シ
ェ
ア
の
見
通
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

注
(

l

)

オ
1
λ

ト
ラ
リ
ア
大
陸
は
も
と
も
と
山
が
少
な
く
、
僅
か
に
低
い
山
が
東
海
岸
沿
い
に
南
北
に
偏
っ
て
走
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
c

そ
の
よ
、

殆
ど
の
河
川
は
海
岸
線
の
方
へ
流
れ
、
内
陸
部
は
砂
漠
の
乾
燥
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。
ス
ノ

l
ウ
ィ
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
計
画
は
、
一
九
六

O
年
初

頭
に
実
施
さ
れ
、
海
岸
へ
の
河
川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
て
、
内
陸
部
へ
逆
流
さ
せ
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
世
界
最
大
級
の
土
木
工
事
で
あ

っ
た
。
他
に
大
き
な
濯
瓶
事
業
と
し
て
は
大
陸
北
西
部
の
熱
帯
地
域
に
実
施
さ
れ
た
オ
ル
ド
川
地
域
の
事
業
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
方
は
熱

帯
特
有
の
生
態
系
の
問
題
か
ら
導
入
さ
れ
た
殆
ど
の
作
物
が
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。

ニ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
産
業
構
造
と
農
産
物
輸
出

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
に
お
け
否
農
産
物
輸
出
の
比
重

第
3
表
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
に
占
め
る
農
産
物
貿
易
の
比
重
の
歴
史
的
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
し
ば
ら
く
、
国

内
総
生
産
に
占
め
る
農
林
水
産
業
産
出
高
の
比
重
は
二

O
%前
後
を
維
持
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
傾
向
を
た
ど
り
、
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第 3表

11，137 
12，211! 
12，9821 
13，335， 

14，446 

16，074 
17，640: 
18，403 
20，416 
21，736 

1959 
1960 
1961 
1962 
1963 

1954 
1955 
1956 
1957 
1958 

1969 
1970 
1971 
1972 
1973 

1964 
1965 
1966 
1967 
1968 

七



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

八

最
近
年
で
は
七
%
前
後
に
落
ち
着
い
て
い
る
。

こ
の
間
、
製
造
業
の
比
重
も
一
九
四
九
年
の
二
六
%
か
ら
一
九
%
へ
と
低
下
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
同
じ
く
第
二
次
産
業
中
で

も
鉱
業
の
比
重
は
、

一
九
六

0
年
代
ま
で
は
二
%
前
後
で
あ
っ
た
も
の
が

一
九
七
九
年
以
後
、

五
%
前
後
ま
で
そ
の
比
重
を
高
め
て

き
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
事
情
は
、

日
本
の
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
鉄
鉱
そ
の
他
の
鉱
産
物
の
輸
入
が
一
九
六

0
年
代
後
半

に
急
激
に
増
大
し
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

産
業
構
成
の
変
化
に
お
い
て
よ
り
注
目
す
べ
き
な
の
は
第
三
次
産
業
の
比
重
の
一
貫
し
た
上
昇
で
あ
る
。
近
年
で
は
七
O
M
W
前
後
を

占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
国
内
総
生
産

(
G
D
P
)
に
対
す
る
比
重
と
し
て
は
、
農
林
水
産
業
の
重
要
性
は
非
常
に
小
さ
く
、
先
進
農
業
国
と

い
う
最
近
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
事
情
は
各
産
業
の
就
業
構
造
比
率
で
み
て
も
同
様
で
あ
る
。

第
3
表
の
右
側
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
輸
出
額
に
占
め
る
各
産
業
輸
出
額
の
比
重
の
歴
史
的
推
移
を
示
し
て
い
る
。
前
述
と
同

様
に
農
林
水
産
業
の
比
重
は
低
下
し
て
来
て
は
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
五
O
%
前
後
を
維
持
し
て
い
る
。

一
九
五

0
年
代
初
め
に
は

こ
の
比
率
は
実
に
九
二
%
に
も
達
し
て
お
り
、
農
林
水
産
業
は
外
貨
獲
得
の
，
殆
ど
大
部
分
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

G

こ
の
状

況
が
急
激
に
低
下
し
始
め
た
の
は
、

一
九
六

0
年
代
前
半
で
あ
る
が

」
の
時
期
は
、

ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
を
初
め
と
す
る
主
要
輸
出

固
に
お
い
て
穀
物
過
剰
が
深
刻
化
し
て
来
た
時
期
で
あ
る
。
輸
出
総
額
に
占
め
る
農
林
水
産
物
輸
出
の
比
率
が
七
O
%
を
下
回
っ
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
が
過
剰
穀
物
処
理
と
し
て
援
助
輸
出
の
強
化
を
提
言
し
た
「
平
和
の
為
の
食
糧
法
」
の
制
定
さ
れ
た
年
の
翌
年
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
が
自
国
に
累
積
す
る
過
剰
穀
物
の
受
け
皿
と
し
て
各
国
に
六

0
0
0万
ト
ン

ま
た
こ
の
比
率
が
五
O
%
を
下
回
っ
た
の
は
、

の
穀
物
在
庫
を
負
担
さ
せ
よ
う
と
し
た
例
の
「
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
提
案
」
が
発
表
さ
れ
た
年
(
ま
た
こ
の
年
は
、

石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
発



生
し
た
年
で
も
あ
る
)
の
翌
年
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
が
正
式
に

E
C
に
加
盟
し
た
年
の
二
年
後
で
も
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、

日
本
と
の

関
係
で
い
え
ば

こ
の
一
九
七
五
年
と
い
う
年
は
、
「
牛
肉
輸
入
を
突
然
停
止
」
し
た
年
で
も
あ
り
、
二
年
後
に
紛
争
を
生
じ
た
日
豪

砂
糖
協
定
の
締
結
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
輸
出
収
入
に
占
め
る
農
林
水
産
業
の
比
重
は
、
国
際

農
産
物
市
場
に
お
い
て
大
き
な
変
動
が
生
ず
る
毎
に
、

そ
の
比
重
を
一
段
と
大
き
く
低
下
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
鉱
業
部
門
お
よ
び
製
造
業
部
門
の
比
重
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
て
来
て
お
り
、
現
在
で
は
、
両
部
門
と
も
二
八
%
前
後
と

な
っ
て
い
る
。
製
造
業
部
門
の
拡
大
は
ほ
ぼ
連
続
的
に
生
じ
て
来
た
が
、
鉱
業
部
門
の
比
重
の
飛
躍
的
な
拡
大
は
一
九
六

0
年
代
後
半

に
や
や
不
連
続
な
形
で
生
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
産
業
構
造
は
二
面
性
を
も
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
国
内
的
な
産
業
構
造
面
で
は
第
三
次
産
業
を

中
心
と
す
る
非
農
業
国
で
あ
る
が
、
対
外
的
な
貿
易
構
造
面
で
は
依
然
と
し
て
農
業
国
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ニ
ュ

1
ジ
l
ラ

ン
ド
で
も
同
様
で
あ
り
、
多
く
の
先
進
農
業
国
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

ゃ=)

農
産
物
輸
出
の
動
向

次
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
産
物
輸
出
の
動
向
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

第
4
表
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
農
産
物
輸
出
額
の
全
商
品
輸
出
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ

l
を
示
し
た
も
の
で
あ

る

一
九
七
七
年
ま
で
一
貫
し
て
、
全
商
品
輸
出
総
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
に
お
い
て
第
一
位
を
占
め
、

一
九
六
七
年
ま
で
は
総
額
の

ー
四
割
を
占
め
て
き
た
羊
毛
も
、

そ
れ
以
後
は
一
割
前
後
ま
で
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
て
き
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

小
麦
に
つ
い
て
も
一
九
五

0
年
代
に
入
っ
て
、
以
前
の
一
七
%
台
か
ら
一

O
M
W
前
後
へ
と
後
退
し
て
き
て
い
る
が
、
砂
糖
は
、
多
く

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

九



第4表 オーストラリアの主要農産物の輸出額 (3年平均)とその割合

勺-FD ~
 

民
1
U

良

υ
Q
J
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Q
J
 

4
 ~

 

円
J4

 

円ツー 1965-67 1937-39 

羊 毛 107.6 ( 39.9) 352. 1 ( 42.6) 789.3 ( 28.9) 1，064目

麦(小麦粉) 43.0 ( 16.0) 141.1(17.0) 142.3 ( 8.7) 336.3 ( 12.3) 977. 

砂 糖 7.9 ( 2.9) 11.8 ( 1.4) 56. 5 ( 3.4) 102.0 ( 3.7) 617. 

牛 内 9.3 ( 3.5) 11. 1 ( 1. 3) 45.7 ( 2.8) 203.9 ( 7.5) 477. 

その他食肉 12.8 ( 4.8) 25.3 ( 3. 1) 54.6 ( 3.3) 76.5 ( 2.8) 188. 

果 物 11. 0 ( 4. 1) 13. 1 ( 1. 6) 56. 4 ( 3.4) 94.8 ( 3.5) % 

ノ、 タ 21. 7 ( 8.0) 38.5 ( 4.7) 53.8 ( 3.3) ω.3 ( 2.3) 45. 

その他酪農 品 4.9 ( 1. 8) 27.4 ( 3.4) 40.3 ( 2.4) 62.4 ( 2.3) 143. 

その他の農産物輸出 13.0 ( 4.8) 77. 1 ( 9.3) 98.5 ( 6.0) 197.9 ( 7.2) 739. 

全農産物輸出額 231. 2 ( 85.8) 697.5 ( 84.4) 1，364.5 ( 83.0) 1， 926. 5 ( 70. 5) 4，342. 

会 輸 出 額 269.4 (1∞.0) 826.9 (I∞ 0) 1，644.1 (I∞.0) 2，733.0 (1∞.0) 9，808. 

資料;第 3表に同じ.
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(単位・百万豪州事， %) 

10.9)1 1，744 ( 9.2) 

10.0)12，174(11.5) 

6.3)1 667 ( 3.5) 

4.9)1 1，26ヲ( 6. 7) 

1.9)1 281.3 ( 1.48) 

1. 0)1 188 ( 0.99) 

0.4)1 39 ( 0.2) 

1. 4)1 87.3 ( 0.46) 

7.5)1 1，309 ( 6.9) 

( 44.3)1 8，543 ( 45.2) 

(1∞.0)1 18，887 (100.0) 
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世界輸出に占めるオーストラリアの主要農産物輸出の比率
〈単位:%) 

11935-3811946-481195山 611964-66! 1974-7611980-81 

第5表

33.3 38.8 43.6 50.0 64.9 65.1 

小麦(小麦粉) I 16.1 8.ヲ 9. 7 11. 2 10.0 ' 10. 5 

牛肉} 14.7 1 I. 7 19.3 20.1 2コ.0 19.3 

羊 肉 25目 9 11. 6 12.1 17.3 17.7 17.1 

ノ、 l' 16.2 22.5 14.0 13.4 5.6 5.0 

チ ズ 3.1 8. 7 4.9 4.5 3.3 3.0 

砂 糖 4.4 7.4 5.9 i 6.7 9.3 7. 7 

乾燥 果実 17.2 22.4 16.7 19.3 9. 7 8.5 

さ
れ
る
よ
う
に
輸
出
余
力
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

青
果
物
お
よ
び
酪
農
品
は
、
年
{
度
毎
に
大
き
な
変
動
を
示
し
て
い
る
が
、
長
期
的

に
は
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

各
々
の
主
要
農
産
物
が
以
上
の
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
産
物

全
体
と
し
て
の
輸
出
額
の
シ
ェ
ア
も
一
貫
し
て
低
下
し
て
お
り
、
最
近
で
は
四
五
%

前
後
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
第
3
表
で
も
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

第
5
表
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
農
産
物
輸
出
の
世
界
輸
出
に
占
め
る
比
率

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
羊
毛
に
お
け
る
比
率
が
一
貫

し
て
上
昇
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
ふ
め
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

輸
出
総
額
に
占
め
る
羊
毛
輸
出
の
比
重
は
縮
小
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
世
界
羊

資料:第 3表に同じ.

注.各数値は上掲年間の平均値.

毛
輸
出
に
占
め
る
比
重
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

こ
の
間
、

世
界
の
羊
毛
輸
出
の
規
模
が
化
学
繊
維
な
ど
の
代
替
品
の
出
現
に
よ
り
大
幅
に
縮
小

し
て
き
で
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
麦
は
、
戦
前
の
一
六
%
に
比
べ
る
と
、
戦
後
は
比
重
を
低
下
さ
せ
て
来
た
が
、

最
近
は
や
や
回
復
し
て
世
界
小
麦
輸
出
の
一
O
%
前
後
の
比
重
を
保
っ
て
い
る
。

ま
た
牛
肉
は
、
最
近
で
は
戦
前
の
一
四
%
を
上
回
っ
て
二
O
%
前
後
で
安
定
し
て

い
る
。

し
か
し
羊
肉
の
方
は
戦
前
の
二
六
%
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
最
近
で
も



英国およびEC 北アメリカ

1947 1965 1977 1947 1977 

1949 1967 1980 lヲ49 1967 lヲ80

羊 毛 67. 76 39.60 30.87 18.23 8.03 2.77 

小麦(小麦粉) 28.93 9.05 0.81 

牛 肉 80.65 31. 27 4.65 56.94 56.65 

その他食肉 73.47 34.09 14.53 1. 48 36.97 10.80 

砂 糖| 65.40 41目78 3.73 6.16 25.62 36.40 

J、e タ 89.00 70.94 11. 66 0.89 0.55 4.79 

その他酪農品 34.15 16.36 0.23 2.59 2.40 

果 実 57.32 66.12 40.05 11. 42 11. 18 16.89 

その他穀物 61. 70 i 3ヲ.26 0.01 0.66 0.12 

日 本 その他諸国

1947 1965 1977 1947 1965 1977 

1949 1967 1980 1949 1967 1980 

羊 毛 1. 07 32.77 32.04 12.94 19.60 I 34.32 

小麦(小麦粉〕 0.67 6.54 12.83 70目90 84.41 I 86.36 

牛 肉 1. 99 1.97 I 12.3ヲ 17.36 9. 82 ~ 26.31 

その他食肉 14.66 I 35.90 25.05 14.28 : 38.77 

砂 糖 0.47 24.13 32.14 27.ヲ7 8.47 ; 27.73 

ノ、喝p

" 
。目 37 2. 5C 5.04 9. 74 26.01 78. 51 

その他酪食品 0.25 13.09 22.38 65.6C 67. 96 74.9ヲ

果 実 0.45 4.84 31. 26 22.25 38.22 

その他穀物| 0.17 18.09 47.56 38.12 41. 99 34.19 

オーストラリアの主要農産物輸出先(1947-1980) 
〈単位:%) 

第 6表

一
七
%
前
後
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

ハ
タ

l

チ
ー
ズ
な
ど

の
酪
農
品
は
、
戦
後
に
な

っ
て
戦
前
の
比
重
を
大
き

く
上
回
っ
た
が
、

そ
れ
以

降
一
貫
し
て
低
下
傾
向
を

示
し
、
現
在
で
は
戦
前
の

比
重
を
も
下
回
っ
て
い
る
。

」
れ
は
主
と
し
て
、
隣
国

の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
の
酪
農
品
輸
出
と
の
競

資料:第 3表に同じ.

合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
乾
燥
果
実
も
、

:h 

ら
の
酪
農
日
間
と
ほ
ぼ
同
様

な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

砂
糖
は

戦
前
に
お
け



ま
た
、
酪
農
口
問
、
果
実
、
そ
の
他
穀
物
に
つ
い
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
お
よ
び

E
C
の
比
重
が
一
貫
し
て
低
下
し
、

日
本
の
比
重
が
一
貫

る
比
重
を
大
き
く
上
回
り
、

そ
の
後
、
若
干
の
変
動
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
傾
向
と
し
て
は
世
界
輸
出
に
占
め
る
比
重
を
拡
大
さ
せ
て

き
て
い
る
。

以
上
に
示
し
た
よ
う
に
、
羊
毛
、
牛
肉
、
砂
糖
を
除
く
殆
ど
の
主
要
農
産
物
に
つ
い
て
、
世
界
輸
出
に
占
め
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

比
重
は
低
下
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

次
に
第
6
表
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
農
産
物
輸
出
先
の
各
品
目
毎
の
変
化
を
示
し
て
い
る
c

羊
毛
に
つ
い
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
E
C
と
北
ア
メ
リ
カ
の
比
重
が
低
下
し
て
い
き
、
逆
に
日
本
や
そ
の
他
諸
国
へ
の
輸
出
比
率

が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
小
麦
お
よ
び
牛
肉
の
輸
出
に
つ
い
て
も
同
様
に
み
ら
れ
る
が
、
羊
毛
の
場
合
と
違
っ
て
北
ア
メ
リ
カ

市
場
が
登
場
し
て
く
る
の
は
サ
ン
プ
ル
期
間
の
一
部
だ
け
で
あ
る
。

羊
肉
を
中
心
と
す
る
そ
の
他
食
肉
に
つ
い
て
は
、

日
本
市
場
の
比
重
の
拡
大
が
著
し
く
、

一
九
六
五

t
六
七
年
に
第
一
位
を
占
め
て

い
た
北
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
(
一
九
七
七

t
八

O
年
に
は
)
三
六
%
を
占
め
、
最
大
市
場
と
な
っ
て
い
る
。

砂
糖
の
輸
出
に
関
し
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
お
よ
び

E
C
の
比
重
が
大
き
く
低
下
し
、
北
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
が
着
実
に
そ
の
比
重
を
増

大
さ
せ
て
い
る
。

し
て
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
品
目
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
北
ア
メ
リ
カ
の
比
重
は
時
期
毎
に
変
動
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
6
表
に
関
し
て
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
、

ど
の
農
産
物
に
関
し
て
も
、

イ
ギ
リ
ス
お
よ
び

E
C
の
比
重
は
一
貫
し

て
低
下
し
、
逆
に
日
本
の
比
重
は
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
輸
出
相
手
国
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
は
大
き
く
後
退

し

こ
と
農
産
物
に
関
す
る
隈
り
、
往
時
の
宗
主
国
と
し
て
の
支
配
関
係
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因



オ

1
λ

ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

四

以
上
の
こ
と
を
背
景
と
し
て
次
章
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
成
長
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
、
若
干
の
定
量
的
な
検
討
を
加
え
て
お

こ'ワ。

三
、
農
産
物
輸
出
成
長
の
規
定
要
因

H 

分

析

方

法

本
節
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
貿
易
構
造
が
大
き
く
変
化
し
た
一
九
六

0
年
代
以
降
に
つ
い
て
、
各
商
品
あ
る
い
は
各
輸
入
市
場

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
出
の
増
加
が
、
如
何
な
る
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
行
な
っ
て

お
こ
う
。
用
い
ら
れ
た
方
法
は

C
M
S
分
析
(
。
。
E
S
E
冨
R
F
Z
ω
}阿
国
見
出
口
巳
宮
町
)
と
し
て
良
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

(

2

)

 

既
に
多
く
の
学
者
に
よ
り
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
分
析
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
輸
出
額
の
一
定
期
間
に
お
け
る
増
加
を
、

四
つ
の
効
果
に
分
解
し
て
そ
の
要
因
と
し
て
の
重

要
性
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
以
下
の
式
で
示
さ
れ
る
。

岡
、
l
H
u
q
H
+
凶
(
?
l
l
S
H
1
T
M
M
(
q
こ
i
q
U
H
こ
十
凶
凶
(
U
F
¥
u
p
h
qミ
尚
之
)

こ
こ
で
各
記
号
の
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

•••....... 

・・・・・(同)

u
p
H
桝
同
情
令

π討
FW
向い国
E
T
J
斗

i
メ

7
W
C
J可
M
7
n
u
q
)
欝
日
誌
強

U
円ヘ
U

R
薄
令
一
円
討
F
W
O
国
E
H
S
斗

l
N
T
W
U
吋

M
Y
V
S
罫
庄
勢
強

M
F
H
桝
同
情
壮
一
円
討
FW
が
苛
鉱
'
h

〉
『
)
斗

l
v
N
7
J
w
q
リ

1
U
7
F
3
欝
王
勢
強

同
¥
H
R
想
骨
打
討
FW
か
斗
叫
結
」
.
7
3
斗

l
υ
N
7
中
宮
寸
日
ず

F
S
罫
正
務
費



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

五

尚
之

H
桝
様
刊
行
叫
ωFWん
日
卦
俳

w
h
〉

q)割
以

b
r
q
M『
l
h
N
T
W
ヨ

J1MOνnus
罫
E
強

M
D
¥
H
R簿
刊
行
設

FW-w
卦
紐
-
h
Y
3
耳
許
ご
。
斗

l
h
N
T
W
Z
叫
刊
す
炉

qu
罫
E
曲

同

H
桝
同
情
物

π品

ω
岳
山
叩
(
務
ぺ
角
)
商
品
目
3
欝
ぺ
見
)
苛
縮
〉
司
)
)
斗
l
N
T
W
℃

リ

1
N
Y
9
3
罫
E
欝
強

(
H
H
M
U
F
H
凶
同
』
H
M
M
H
ζ
)

M円、

H

R薄
刊
行
討
FW
以
(
務
ぺ
見
)
劃
b

s
務
ぺ
角
)
吋
寸
紳
w
y
q
)
)
斗
l
h
N
T
J
W
宮
川
可

MY川

V
S
罫
E
勢
強

(旬、

H
M
H
ヘH
M
M門
¥
H
凶
M
u
p
b

H
桝
同
情
骨
M
Y
m
v
R想
検
討
す
ミ
ペ
qu
障
調
罫
正
盤
見
)
同
市
島
協
同
州
陶
枕
(
唱
小
)

位。G 
~. 

日
桝
様
相
M
y
n
y
R薄
刊
行
す
奇
ぺ
S
E
B
ご
。
再
調
罫
E
強
丸
)
判
喜
迅
則
樹
(
叩
小
)

門主

H
桝
様
雨
明
怯
ν
m
v
R薄
刊
一
n
M
Z
W
ぺ
3
苛
瀦
」
.
〉
3
E
h
m
T
3
博
羽
罫
E
R
)
同
市
芯
詩
期
制
(
唱
小
)

川
式
の
左
辺
は
、
対
象
期
間
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
出
額
が
増
加
し
た
額
を
示
し
て
い
る
。
右
辺
の
各
項
は
、
各
々

以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
う
る
。

(

i

)

 

第
一
項

(
G
H〉

「
全
般
的
貿
易
効
果
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
額
が
、
世
界
全
体
の
輸
出
総
額
の
平
均
成
長
率
。
と
同
じ
率
で
成
長
し
た
な
ら
ば
実
現
し
た
で
あ
ろ

う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
出
の
増
加
額

(

H

U

)

 

第
二
項
凶
(
?
l
S
H帆

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
各
商
品
の
輸
出
が
、
当
該
商
品
の
世
界
輸
出
の
平
均
成
長
率
豹
と
同
じ
率
で
成
長
し
た
場
合
に
実
現

「
商
品
構
成
効
果
」

す
る
で
あ
ろ
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
輸
出
の
増
加
額
と
、

そ
の
輸
出
が
世
界
の
全
商
品
輸
出
額
の
平
均
成
長
率

g
と
同
じ
率
で
成
長



オ

1
ス
ト
ラ
り

7
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

一
六

し
た
場
合
に
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
増
加
額
と
の
差

(

組

)

第
三
項

M
M
Qミ
l
?
)同
ご

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
各
市
場
に
お
い
て
そ
の
市
場
占
有
率
を
維
持
し
、

「
市
場
配
分
効
果
」

か
っ
、
各
商
品
の
各
市
場
へ
の
世
界
輸
出
の
平
均
成
長

率

mEh
と
同
じ
率
で
成
長
し
た
場
合
に
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
の
増
加
額
と
、

そ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

輸
出
が
各
商
品
の
全
市
場
へ
の
世
界
輸
出
の
平
均
成
長
率
豹
と
同
じ
率
で
増
加
し
た
場
合
に
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
輸
出
増
加
額
と

の
差

(
-
W
)
 

第
四
項

M
M
(阿
久
1
u
p
l
m
y』
u
p
h
)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
実
の
輸
出
増
加
総
額
(
岡
、
l
H
)
と
前
述
の
三
つ
の
効
果
(
右
辺
第
一
項
か
ち
第
三
項
)
か
ら
生
じ
た

「
競
争
・
残
余
効
果
」

輸
出
変
化
額
と
の
差
。
こ
の
項
に
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
各
市
場
で
他
の
輸
出
国
と
の
競
争
の
結
果
、

そ
の
市
場
占
有
率
を
変

化
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
輸
出
量
の
増
減
や
価
格
変
化
の
効
果
な
ど
が
残
余
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
計
算
を
実
際
の
輸
出
額
の
デ

I
タ
に
適
用
し
た
結
果
が
第
7
表
と
第
8
表
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
各
市
場
別
に
ま
と
め
た
の

が
第
7
表
で
あ
り
、
ま
た
各
商
品
グ
ル
ー
プ
別
に
ま
と
め
た
の
が
第
8
表
で
あ
る
。

以
上
の
計
算
に
お
い
て
、
輸
出
額
は
年
度
ご
と
の
変
動
が
か
な
り
大
き
い
の
で
三
カ
年
平
均
の
値
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
全
期
間
は

一
九
六

O
/六
二
三
九
六

O

一
九
六

一
九
六
二
年
の
三
カ
年
平
均
、
以
下
同
様
に
表
記
)
か
ら
一
九
七
八
/
八

O
に
至
る
期
間

を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
期
間
を
三
つ
に
区
切
っ
て
、
第
I
期
(
一
九
六

O
/六
二

t
一
九
六
七
/
六
九
)
、
第
E
期
(
一
九
六
七
/
六

九

t
一
九
七
一
ニ
/
七
五
)
お
よ
び
第
E
期
(
一
九
七
一
ニ
/
七
五

t
一
九
七
八
/
八

O
)
と
し

全
期
間
と
各
々
の
期
間
毎
に
以
上
の
計
算

を
適
用
し
て
い
る
。



し
て
い
た
な
ら
ば
一

O
O
だ
け
増
加
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
商
品
構
成
効
果
と
市
場
配
分
効
果
と
が
各
々
、

マ
イ
ナ
ス

こ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
時
期
区
分
は
次
の
よ
う
な
歴
史
的
状
況
を
背
景
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
第

I
期
(
一
九
六

O
/六
二

t
一
九
六

七
/
六
九
)
は

国
際
穀
物
市
場
の
過
剰
基
調
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
来
た
時
期
で
あ
り

ア
メ
リ
カ
が
余
剰
農
産
物
処
理
計
画
を

強
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
第
E
期
(
一
九
六
七
/
六
九
i
一
九
七
三
/
七
五
)
は
、
異
や
m
気
象
に
よ
る
世
界
的
食
糧
危
機
や
石
油
シ
ョ
ッ

ク
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の

E
C
加
盟
な
ど
、
国
際
市
場
が
激
し
く
揺
れ
動
き
始
め
た
+
直
前
の
時
期
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
は
世
界

ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
の
際
に
国
際
穀
物
協
定
や
国
際
砂
糖
協
定
な
ど
の
成
立
し
た
時
期
で
も
あ
る
。

が
好
況
を
享
受
し
た
時
期
で
あ
り
、

ま
た
第

E
期
(
一
九
七
三
/
七
五

t
一
九
七
八
/
八

O
)
は、

石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
世
界
同
時
不
況
へ
と
向
か
う
時
期
で
あ
る
。

b戸j

貿
易
相
手
国
別
検
討

ま
ず
、
第
7
表
に
お
い
て
貿
易
相
手
国
別
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
全
期
間
に
つ
い
て
、

ま
た
総
て
の
市
場
の
計
に
関
し
て
み
る
と
、

全
般
的
貿
易
効
果
が
一

O
O
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
実
際
の
輸
出
増
加
は
七
一
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
総
て
の
市
場
に
対
す
る
輸
出
総
額
が
、
世
]
界
全
体
の
輸
出
総
額
の
増
加
と
同
じ
率
で
増
加

五

マ
イ
ナ
ス
一
・
七
と
負
の
値
で
あ
っ
た
た
め
に
、
実
際
に
は
七
一
し
か
増
加
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
を
示
し
て
お
り
、
世
界

全
体
の
輸
出
商
品
の
構
成
に
比
べ
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
商
品
の
構
成
に
は
農
産
物
な
ど
需
要
の
伸
び
の
比
較
的
小
さ
な
も
の

が
よ
り
大
き
な
割
合
で
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
来
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
(
商
品
構
成
』
矧
果
)
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
つ

て
い
る
。
さ
ら
に
世
界
全
体
の
輸
出
商
品
が
配
分
さ
れ
た
輸
入
市
場
の
構
成
に
比
べ
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
商
品
が
配
分
さ
れ

た
輸
入
市
場
の
構
成
に
は
、
輸
入
需
要
(
あ
る
い
は
所
得
水
準
)
の
伸
び
の
小
さ
な
+
巾
場
が
よ
り
大
き
な
比
重
で
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

七



オーストラリアの輸出成長の要因分析

一一貿易相手国別検討一一

I EC Iィ…!去すんlアメ ! 

第7表

計

豪州の輸出増加 4.01 
OC1-114021i幻 l4ロ

第
全般的貿易効果 2.41 2. 021 2. 591 0.921 1. 3611 9.36 

I 商品構成効果 -1. 72 -1. 50: ー1.50[ -0.35 ー0.74[[ -6.∞ 

期
市場配分効果 1. 50 

競争残余・効果 1. 74 -0.221 -1. 141 0.211 0.5711 1. 14 

豪四 1. 79 8. 78 1. 78 1. 93 15.94 
第

全般的貿易効果 4.93 2.43 2.50 1. 21 2.36 13.43 

E 商品構成効果 一1.7ヲ -1. 88 -1.00 0.14 -0.87 -5.72 

期 l
市場配分効果 O. 57 0.43 -1. 01 -0.28 -0.08 0.007 

競争・残余効果 5.07[ O. 7ヲ 1. 14 0.71[ 0.51 8.07 

…加 31.071 9明。44 5 5 7 4 7 1 且 78
第

全般的貿易効果 30.291 10. 791 10. 931 6.921 10.93 日.78

E 商品構成効果 ー16.721 -3.021 -2.231 0.851 -2.5711 -22.29 

期 市場一果 9.931 0.0 一一0920141599

競争・残余効果 1 757 204 -743( 一1.351 -3.7211 -2.84 

貯!の輸出増加 1 4371 1179 0.08 8.22 71. 42 
全 全般的貿易効果 26. 861 21. 79 28.43 10.42 14.64 1α).00 

商品構成効果 ー22.091 -14. 66 -9.79 -0.71 -11. 24 -52.28 

期
市場配分効果 15.72 O. 99 -11.∞ -4.28 1. 50 -1. 70 

競争・残余効果 23.21 3.64
1

一7.50 2.07 3.37 23.91 

注(1)第 I期=1960/62-1967/69， 
75-1978/80. 

(2) 各数値は，全期間における全般的貿易効果(合計欄〉に対する比率C%)で

表示.

第 E期 =1973/第 H期 =1967/69-1973/75， 

八

に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
効
果

(
市
場
配
分
効
果
)
も
僅
か

で
は
あ
る
が
作
用
し
て
い
た

」
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま

り
世
界
全
体
の
輸
出
商
品
の

流
れ
に
比
べ
て

オ

l
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
出
商
品
は

そ
の
よ
り
多
く
の
割
合
が
イ

ギ
リ
ス
な
ど
輸
入
需
要
の
成

長
の
鈍
か
っ
た
地
域
へ
向
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
影
響

さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
問
、
競

争
・
残
余
効
果
は
二
三
と
プ

ラ
ス
に
計
算
さ
れ
、
従
っ
て

各
市
場
で
他
の
競
合
輸
出
国

と
の
競
争
に
勝
っ
て
自
国
の



他
方
、

こ
れ
と
全
く
対
照
的
な
結
果
を
示
し
て
い
る
の
が
、

や
は
り
日
本
市
場
で
あ
る
。
時
期
別
に
み
る
と
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

輸
出
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
を
市
場
別
・
時
期
別
に
み
る
と
、
注
目
す
べ
き
な
の
は
、

や
は
り
イ
ギ
リ
ス
市
場
で
あ
っ
て
、
第

I
期
と
第

E
期
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
出
額
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

つ
ぎ
に
一
一
一
つ
の
総
て
の
時
期
に
お
い
て
商
品
構
成
効
果
お
よ
び
市
場
配
分
効

果
と
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
総
て
の
時
期
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
出
の
伸
び
が
世
界
全
体
の
輸
出
の
伸
び
を
下
回

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
競
争
・
残
余
効
果
に
つ
い
て
も
第

H
期
を
除
い
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
第
皿
期
に
お
い

て
は
マ
イ
ナ
ス
七
と
大
き
く
輸
出
シ
ェ
ア
を
失
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、
全
期
間
を
通
じ
て
み
る
と
、
商
品
構
成
効
果
、

市
場
配
分
効
果
、
競
争
・
残
余
効
果
の
総
て
が
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
出
て
来
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
商
品
輸
出

の
相
手
市
場
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
低
下
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ら
日
本
へ
の
輸
出
額
の
増
加
幅
は
、
第

I
期
四
・

O
、
第

H
期
八
・
七
八
、
第
E
期
コ
二
・

O
と
加
速
度
的
に
激
増
し
て
お
り
、
総
て

の
時
期
に
お
い
て
、
世
界
全
体
の
輸
出
の
伸
び
よ
り
も
高
い
率
で
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
総
て
の
時
期
で
、
市
場
配
分
効
果
と
競

争
・
残
余
効
果
が
プ
ラ
ス
に
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
特
に
競
争
・
残
余
効
果
は
、
第

I
期
一
・
七
、
第

E
期
玉
・

。
、
第
E
期
七
・
五
七
と
大
き
く
上
昇
し
て
お
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
市
場
に
お
い
て
、
他
の
競
争
輸
出
国
を
駆
逐
し
て
ま
す

ま
す
そ
の
輸
出
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
日
本
へ
の
輸
出
商
品
の
主
要
部
分
は

農
林
水
産
物
を
始
め
と
す
る
第
一
次
産
品
で
あ
り
、
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
が
小
さ
い
(
今
後
も
需
要
の
伸
び
の
小
さ
い
)
商
品
に

偏
っ
て
い
る
た
め
、
商
品
構
成
効
果
は
ど
の
時
期
に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
出
て
い
る
。
従
っ
て
、
前
述
の
二
つ
の
効
果
の
プ
ラ
ス
が

こ
の
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
大
き
く
上
回
っ
て
作
用
し
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
全
期
間
で
み
て
も
、
市
場
配
分
効
果
と
競
争
・

ォ
I

R
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

九



オ

1
九
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

O 

残
余
効
果
は
、
各
々
一
玉
、
二
三
と
大
き
な
値
を
示
し
て
お
り
、
輸
出
額
の
増
加
も
世
界
全
体
の
輸
出
額
の
増
加
を
は
る
か
に
し
の
ぐ

率
で
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
商
品
輸
出
相
手
市
場
と
し
て
日
本
の
重
要
性
が
累
積
的
に
拡
大
し
て
来

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(三)

商
品
グ
ル
ー
プ
別
検
討

次
に
第
8
表
で
、
同
様
の
計
算
を
商
品
グ
ル
ー
プ
別
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
産
業
別
に
み
る
と
、
全
期
間
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
物

と
製
造
業
日
間
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
現
実
の
輸
出
の
増
加
は
世
界
全
体
の
そ
れ
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
(
農
林
水
産
物
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
増
加
一
四
は
世
界
全
体
の
そ
れ
三
五
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
製
造
業
品
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸

出
増
加
一
六
は
世
界
全
体
の
そ
れ
五
一
の
三
分
の
一
以
下
で
し
か
な
い
)
。
こ
れ
は
両
産
業
部
門
と
も
、

商
品
構
成
効
果
、

市
場
配
分

効
果
、
競
争
・
残
余
効
果
の
総
て
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

」
れ
に
対
し
て
鉱
産
物
部
門
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
増
加
四

O
は
世
界
全
体
の
そ
れ
一
五
を
大
き
く
(
二
倍
以
上
に
)
上
回
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
主
に
競
争
・
残

余
効
果
の
大
き
な
プ
ラ
ス
の
作
用
と
市
場
配
分
効
果
の
小
さ
い
け
れ
ど
も
プ
ラ
ス
の
作
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
前
者
の
効
果
は

二
七
と
大
き
く
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
鉱
産
物
輸
出
は
各
市
場
で
、
他
の
競
争
輸
出
固
と
の
競
争
に
打
ち
勝
っ
て
そ
の
シ
ェ
ア
を
拡
大

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
後
者
の
効
果
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
鉱
産
物
輸
出
の
よ
り
大
き
な
割
合
が

日
本
な
ど
の
輸
入
需
要
の
伸
び
の
大
き
な
成
長
市
場
へ
と
向
け
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
時
期
別
に
み
る
と
、
農
林

水
産
物
と
製
造
業
品
で
は
、
特
に
第

E
期
に
競
争
・
残
余
効
果
が
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

」
の
時
期
に
そ
の
輸
出
シ
ェ
ア

を
大
き
く
縮
小
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
逆
に
鉱
産
物
で
は
第

E
期
に
入
っ
て
競
争
・
残
余
効
果
が
大
き
な
プ
ラ
ス
の
値
に
な
っ
て



第 B表 オーストラリアの輸出成長の要因分析一一商品グループ別検討一一

|省産物|水産物|穀 類|青果物|砂 糖 11 物総計!鉱産物|製造業品| 計
農林水産

第

I

期

豪州の輸出増加

全般的貿易効果

商品構 成効果

市場配 分効果

競争・残余効果

豪州の輸出増加

全般的貿易効果

商品構 成効果

市場配 分効果

競争・残余効果

第

H

期

第

田

期

家州の輸出増加

全般的貿易効果

商品構成効果

市場配分効果

競争・残余効果

果

果

果

加

効

効

効

増

易

成

分

出

貿

輸

的

構

配

の

般

品

場

州

全

商

市

家
全

期

競争・残余効果

i注.第 7表に同じ.

0.28 

1. 49 

-0.57 

0.28 

-0.99 

1. 99 

1. 92 

-0.14 

-0.35 

0.57 
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3.99 

16.57 

-6.57 

1. 99 
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0.14 

0.07 
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0.01 
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0.37 

-2.07 

4.59 

5.80 

-2.64 
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0.78 
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3.44 0.64 11 
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一

一
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3
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一
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22.29 

5.99 

2.84 

71. 42 

100.∞ 
-52.28 

-1. 70 

23.91 



農
林
水
産
物
輸
出
の
国
際
競
争
力
の
大
き
な
上
昇
は
第

E
期
に
み
ら
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の

E
C
加
盟
、
世
界
的
食
料
危
機
、

オ
イ
ル

ォ
l
ス
ト
ラ
り

7

に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

お
り
、
各
市
場
で
他
の
輸
出
国
を
駆
逐
し
て
自
国
の
輸
出
シ
ェ
ア
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
変
動
直
後
の
時
期
を
含
む
第
匝
期
で
は
そ
の
競
争
力
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た
と
と
が
知
ら
れ
る
。

第
8
表
の
左
側
の
五
つ
の
欄
は
、
農
林
水
産
物
の
中
身
を
よ
り
詳
し
く
分
類
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
全
期
間
に
つ
い
て
み

る
と
、
競
争
・
残
余
効
果
が
プ
ラ
ス
な
の
は
意
外
に
も
水
産
物
、
穀
類
、
砂
糖
な
ど
で
あ
っ
て
、
畜
産
物
と
青
果
物
と
で
は
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
こ
の
二
つ
の
農
産
物
で
は
、
商
品
構
成
効
果
、
市
場
配
分
効
果
、
競
争
・
残
余
効
果
の
総
て
が
マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
故
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
出
増
加
は
世
界
全
体
の
そ
れ
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
c

青
果
物
に
つ
い
て
は
、

三
つ
の
ど
の
時
期
に
お
い
て
も
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、
畜
産
物
は
、
特
に
第
匝
期
に
な
っ
て
そ
の
傾
向
を
強
く
し
た
。
な
お
、

全
期
間
に
つ
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
出
の
増
加
が
世
界
全
体
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
水
産
物
だ
け
で
あ
っ
て
、
伝

統
的
な
重
要
農
産
物
の
殆
ど
の
輸
出
は
、
世
界
全
体
の
輸
出
増
加
よ
り
小
さ
な
率
で
し
か
伸
び
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
時
期
別
に
み

る
と
、
特
に
こ
の
傾
向
が
大
き
く
表
わ
れ
た
の
は
第

E
期
で
あ
っ
て
、

」
の
期
に
は
表
中
の
総
て
の
農
産
物
グ
ル
ー
プ
で
オ

l
ス
ト
ラ

リ
ア
の
輸
出
の
伸
び
は
世
界
全
体
の
そ
れ
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
競
争
・
残
余
効
果
も
そ
の
総
て
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、

一
期
前
の
第

E
期
で
は
、
青
果
物
を
除
く
他
の
総
て
の
農
産
物
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
は
世
界
全
体
の

輸
出
よ
り
も
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、

ま
た
競
争
・
残
余
効
果
も
青
果
物
を
除
く
と
総
て
プ
ラ
ス
(
な
い
し
ゼ
ロ
)
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
農
林
水
産
物
全
体
で
み
て
も
第

E
期
は
、
第

I
期
や
第

E
期
と
は
反
対
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
が
、
他
の
競
合
輸
出

固
と
の
輸
出
競
争
に
勝
っ
て
そ
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
世
界
の
輸
出
拡
大
よ
り
も
大
き
な
率
で
拡
大
し
て
い
っ
た
時
期
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
畜
産
物
に
関
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
成
長
が
世
界
全
体
の
そ
れ
を
大
き
く
下
回
っ
た
こ
と
の
経
済
的
背
景
と
し
て



さ
ら
に
第
7
表
、
第
8
表
の
殆
ど
の
欄
に
お
け
る
商
品
構
成
効
果
は
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

オ
l
ス
ト
ラ

は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
食
肉
の
場
合
は
主
要
輸
入
国
の
国
内
食
肉
産
業
保
護
と
い
う
理
由
で
、

ま
た
酪
農
口
聞
の

場
合
は
、
主
要
輸
入
国
の
国
内
需
要
が
既
に
飽
和
状
態
に
あ
り
、
大
き
な
過
剰
在
庫
を
か
か
え
て
い
る
と
い
う
理
由
で
と
も
に
輸
入
制

限
政
策
が
採
用
さ
れ
て
来
た
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
畜
産
物
の
多
く
が
依
然
と
し
て
こ
れ
ら
の
市
場
へ
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
如
く
市
場
配
分
効
果
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

輸
出
供
給
側
の
事
情
と
し
て
は
、
特
に
酪
農
口
問
、
羊
肉
を
中
心
と
し
て
、
隣
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
あ
る
い
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
の

南
米
諸
国
か
ら
の
輸
出
と
競
合
し
、
各
市
場
で
駆
逐
さ
れ
輸
出
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
や
は
り
前
述
の
如
く
、
競
争
・
残
余
効
果
が
マ
イ
ナ
ス
に
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
第

E
期

に
お
い
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
畜
産
物
輸
出
は
、
輸
入
需
要
側
の
事
情
と
輸
出
供
給
側
の
事
情
の
双
方
か
ら
世
界
畜
産
物
輸
出
に
占

め
る
重
要
性
を
低
下
さ
せ
て
来
た
の
で
あ
る
c

リ
ア
の
輸
出
構
成
が
ど
の
産
業
部
門
に
お
い
て
も
、

ま
た
ど
の
輸
入
市
場
に
対
し
て
も
、
さ
ら
に
ま
た
ど
の
時
期
に
お
い
て
も
殆
ど
一

貫
し
て
、
需
要
の
伸
び
の
小
さ
な
商
品
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
示
し
た
結
果
と
も
一
致
す
る
事
実
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
輸
出
相
手
市
場
の
配
分
構
成
か
ら
く
る
需
要
成
長
の
低
下
と
輸
出
商
品
の
構
成
か
ら
く
る
需
要
成
長
の
低
下
と

の
双
方
が
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
成
長
は
鈍
化
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

注
(
2
)
C
M
S
分
析
に
は
、
分
析
手
法
と
し
て
幾
つ
か
の
限
界
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
、

(
i
〉
輸
出
変
動
を
数
量
ベ
l

ス
で

は
な
く
金
額
ベ
1

ス
で
取
り
扱
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
価
格
変
動
と
数
量
変
動
と
が
重
複
し
て
出
て
く
る
こ
と
、
(
日
)
輸
出
シ
ェ
ア
の
変

動
に
関
し
て
価
格
変
動
に
よ
る
部
分
の
他
に
、
輸
入
国
側
に
お
け
る
噂
好
の
変
化
や
政
治
的
あ
る
い
は
非
経
済
的
な
要
因
に
よ
る
部
分
等
が
競

争
・
残
余
効
果
に
混
在
し
て
含
ま
れ
る
が
、
各
々
の
部
分
を
分
解
し
て
抽
出
で
き
な
い
こ
と
、
。
山
)
計
算
期
間
の
途
中
で
新
し
い
商
品
(
あ
る

ォ
l

ス
ト
ラ
り
7
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

四

い
は
市
場
)
が
登
場
し
て
く
る
場
合
に
は
、
結
果
が
歪
曲
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、

(
-
W
)

市
場
配
分
効
果
と
商
品
構
成
効
果
と
を
計
算
す
る

順
序
を
変
え
る
と
結
果
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
約
が
あ
る
た
め
に
、
分
析
結
果
は
注
意
深
く
吟
味
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

回
、
日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
両
国
に
お
け
る
輸
出
入
行
動
の
特
性
と
輸
出
多
角
化
政
策
の
評
価

一
国
の
輸
出
動
向
の
パ
タ
ー
ン
を
分
析
す
る
場
合
、
当
該
輸
出
国
の
状
況
だ
け
で
は
な
く
、
貿
易
相
手
国
の
輸
入
行
動
パ
タ
ー
ン
を

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
章
に
お
け
る
分
析
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
産
物
輸
出
の
動
向
を
世
界
全
体
の
輸
出
実
績
と
対
比
さ

せ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
競
争
・
残
余
効
果
」
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
部
分
の
中
身
は
、
純
粋
に
輸
出
国
側
に
お
け
る

国
際
競
争
力
の
変
化
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
部
分
の
外
に
、
輸
入
国
側
に
お
け
る
噌
好
の
変
化
や
政
治
的
・
文
化
的
な
事
情
な
ど
の
非
経

済
的
要
因
に
よ
る
部
分
、

あ
る
い
は
新
し
い
技
術
体
系
や
新
規
商
品
の
出
現
に
よ
る
既
存
商
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
の
変
化
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
身
に
立
ち
入
っ
た
検
討
は
、
前
章
の

C
M
S
分
析
の
み
に
よ
っ
て
は
十
分
に
は
解
明
さ
れ
得
な
い
。

そ
れ
以

外
の
角
度
か
ら
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
本
章
で
は
、
近
年
急
速
に
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
重

要
性
を
増
し
て
来
た
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
貿
易
取
引
先
の
決
定
過
程
に
お
け
る
遷
移
確
率
行
列
を
推
定
し
、
貿
易
相
手
国
に
お

け
る
取
引
行
動
の
パ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

併
せ
て
、
若
干
の
主
要
商
品
に
つ
い
て
豪
州
側
の
輸
出
行
動
の
特
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
場
シ
ェ
ア
の
見
通
し
お
よ
び
輸

出
多
角
化
計
画
の
評
価
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。



ぇ
、
そ
れ
以
外
の
輸
出
国
へ
の
切
り
換
え
は
生
じ
な
い
状
況
)
に
な
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

おM
U
-
F
H
H
(民

w
k
u
r
-
-
h
)
:・::・
-
j
i
-
-
・
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
豆

オ

1
ス
ト
ラ
り

7
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

二
五

←) 
分

析

方

法

異
時
点
に
わ
た
る
行
動
パ
タ
ー
ン
の
変
化
を
捉
え
る
も
の
と
し
て
マ
ル
コ
フ
連
鎖
に
よ
る
モ
デ
ル
、
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
来
た
。

消
費
者
行
動
や
企
業
の
規
模
分
布
、
社
会
的
移
動
な
ど
種
々
の
経
済
問
題
に
幅
広
く
適
用
さ
れ
て
お
り
、
既
に
そ
の
適
用
範
囲
の
広
さ

と
モ
デ
ル
の
簡
便
さ
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
章
の
分
析
で
適
用
し
た
モ
デ
ル
の
枠
組
み
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

先
ず
初
め
に
、

日
本
市
場
に
お
い
て

n
カ
国
か
ら
あ
る
商
品
が
輸
入
さ
れ
て
お
り

t
期
に
お
け
る
第

j
輸
出
国
の
シ
ェ
ア
が

ミ』
(
H
)
(
'
m
H
r
-
-
J
F

s
 

sh(同
)
リ
凶

3
(
H
l
H
)
-
N
Vミ
ー
十

3
3

こ
こ
で

3
(同
)
は
、
ミ
ご
(
N
l
H
)

と
は
無
相
関
で
平
均
値
が
ゼ
ロ
の
確
率
変
数
(
誤
差
項
)
で
あ
る
。

M
J
』
は
、
特
定
の
輸
入
国
(
日
本
)

H
H
Y
-
-
J
叶
)
で
あ
る
と
す
る
。

つ
ま
り
、

(
K
H
r
-
-
-
'
誌
一
)

-・・・(叫)

が
前
期

(
(
H
l
C
時
点
)
に
第

-z
輸
出
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
が
、
今
期

(
t
期
)
v
」
斗
よ
、

そ
の
輸
入
先
を
第

j
輸
出
国
へ
と
切
り

換
え
る
確
率
で
あ
る
。

時
点
t
に
お
け
る
第
j
輸
出
国
の
日
本
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
の
期
待
値
は
、
前
期
に
お
け
る
シ
ェ
ア
に
、

日
本
が
同
じ
く
第
・
1
輸

出
国
か
ら
繰
り
返
し
て
輸
入
す
る
確
率
を
乗
じ
た
も
の
ミ
』

(
H
I
C
-
3』
に
、
他
の
輸
出
国
か
ら
第
j
輸
出
国
へ
と
輸
入
先
を
切
り
換

え
て
来
た
こ
と
に
よ
る
変
化
分
(
つ
ま
り
前
期
に
お
け
る
第
i
輸
出
国
の
シ
ェ
ア
に
、

日
本
が
第
-z
輸
出
国
か
ら
第
j
輸
出
国
へ
と
輸

入
先
を
変
え
る
確
率
を
乗
じ
た
も
の
の
総
和
凶
ミ
人
N
I
l
-
)
-
F
U
を
加
え
た
も
の
に
等
し
い
。
第
閉
式
は
こ
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

刷

什

し

『

日
本
市
場
に
お
け
る
輸
出
国
の
選
択
は
、
自
己
完
結
的
(
つ
ま
り
、
輸
入
先
を
既
存
の

η
個
の
輸
出
国
の
ど
れ
か
に
切
り
換

こ
こ
で
、



計
画
法

(
0
5
骨
己
片
岡
J
c
m
g
B
B
5ぬ
)
の
問
題
と
な
る
。

(

4

)

 

が
第
9
表
制
t
仰
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
下

こ
の
解
法
に
従
っ
て
商
品
別
に
推
定
さ
れ
た
。

そ
の
推
定
結
果

オ

1
ス
ト
ラ
り

7
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

ニムハ

ま
た
変
数
目
、
は
遷
移
確
率
な
の
で
当
然
、
次
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
川
川
、
と
は
m
H

(
F
K
H
r
N
u
-
-
-
w
可

制

)

-・・・・・・
(
A
H
)

さ
ら
に
凶
式
を
誤
差
項
さ
令
)
に
つ
い
て
解
き
二
乗
す
る
こ
と
か
ら
次
式
が
得
ら
れ
る
。

噂
前

Fq』
(
H
)
N
H
{ミ
』
(
同
)
|
凶
さ
人
HIC-NJLN・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
5)

遷
移
確
率
目
』
の
推
定
過
程
は
、
同
式
お
よ
び
凶
式
の
下
で
閉
式
を
最
小
化
す
る
と
い
う
問
題
と
な
る
が
、

」
れ
は
典
型
的
な
二
次

な
お
、
さ
』
(
同
)
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
然
次
式
を
満
た
す
。

れ
を』凶
伊l ミ
ぇ入
f;f 

;:，: ...... 
』¥ー/。11
|同

、J
に
でコ
u、
て
解
き

(
e
R
H
Y
-
-
J
F
 

H
H
Y
-
-
J
吋
)

。、

凶
式
に
代
入
す
る
と
通
常
の
重
回
帰
式
の
最
少
二
乗
推
定
を
直
接
適
用
で
き
る
形
と

な
る
(
あ
る
い
は
、
問
式
に
定
数
項
を
ゼ
ロ
に
固
定
し
た
重
回
帰
式
に
よ
る
推
定
を
適
用
す
る
こ
と
も
出
来
る
)
。
事
実
、
初
期
の
頃
の

マ
ル
コ
フ
モ
デ
ル
の
推
定
は
こ
の
方
法
に
頼
っ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
方
法
の
場
合
、
推
定
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
同
式
と
凶
式
と
か
ら
く

る
制
約
が
課
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
等
号
に
よ
る
制
約
(
叩
式
)
の
場
合
は
、
制
約
条
件
付
き
の
最
少
二
乗
法
を
適
用
で
き
る
が
、
不
等

号
に
よ
る
制
約
(
凶
式
)
の
場
合
は
、
不
等
号
条
件
を
満
た
す
範
囲
内
に
計
算
さ
れ
た
推
定
値
を
そ
の
値
に
固
定
し
た
後
に
、
再
び
最
小

二
乗
法
を
適
用
し
、
総
て
の
推
定
値
が
不
等
号
条
件
を
満
た
す
ま
で
繰
り
返
す
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
従

来
の
推
定
方
法
に
は
次
の
様
な
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
〈
l

)
推
定
値
を
固
定
す
る
こ
と
か
ら
計
算
過
程
に
恋
意
性
が
入
る

ニシ」、

さ
ら
に
つ
孔
)
最
終
的
に
得
ら
れ
た
推
定
値
が
も
と
の
式
(
凶
式
)
に
お
け
る
誤
差
項
の
二
乗
和
を
最
小
に
し
て
い
る
と
は
限
ら
な



い
と
い
う
こ
と

の
二
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
批
判
点
を
考
慮
し
て
本
稿
で
は
、
前
述
の
二
次
計
画
法
に
よ
る
推
定
方
法
を
採
択
し
た
。

以
上
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
分
析
に
お
け
る
遷
移
確
率
は
、
日
本
が
特
定
の
商
品
の
輸
入
先
を
取
引
関
係
に
あ
る
輸
出

国
間
で
切
り
換
え
よ
う
と
す
る
性
向
を
測
る
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
コ
フ
過
程
に
お
い
て
は
、
通
例
、
こ
れ
ら
の
遷
移
確
率
は
分
析
期
間

を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

む
し
ろ
こ
れ
ら
は
一
定
で
は
な
く
、
価
格
、

所
得
な
ど
に
よ
り
影
響
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
方
が

よ
り
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
利
用
可
能
な
デ

i
タ
の
不
足
お
よ
び
時
間
的
制
約
の
た
め
、
遷
移
確
率
の
よ
り
現
実
的
な
形
で
の

推
定
は
容
易
で
は
な
く
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
。

l対

日
本
の
輸
入
行
動
の
特
性
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ェ
ア

周
知
の
通
り
マ
ル
コ
フ
モ
デ
ル
は

一
定
の
仮
定
(
異
時
点
問
で
各
々
の
遷
移
確
率
引
か
一
定
で
あ
る
と
い
う
仮
定
)
の
下
で
、
各
変

数
の
推
移
過
程
の
将
来
を
見
通
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

し
か
し
、

そ
の
本
来
の
用
途
と
は
別
に
、
計
算
過
程
で
導
出
さ
れ
る
遷
移
確

率
行
列
自
体
は
、

そ
の
市
場
の
経
済
行
動
を
知
る
上
で
多
く
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
。

遷
移
確
率
行
列
の
主
対
角
要
素
は
、
各
輸
出
国
か
ら
引
き
続
き
輸
入
を
繰
り
返
す
確
率
を
示
し
て
い
る
。
消
費
者
行
動
の
分
析
で
は

「
購
入
忠
実
度
守
口
1
ロ
m
F苫
-q)」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、

貿
易
取
引
の
「
継
続
性
向
」
と
名
付
け
て

お
こ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
列
の
非
対
角
要
素
は
、
前
期
か
ら
今
期
に
か
け
て
、

あ
る
輸
出
国
か
ら
他
の
輸
出
国
へ
と
輸
入
先
を
切

り
換
え
る
確
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
分
析
の
た
め
に
、
さ
し
当
た
り
本
稿
で
は
、

」
れ
を
貿
易
取
引
の
「
切
換
え
性
向
」
と

名
付
け
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

第
9
表
制

t
仙
に
示
さ
れ
る
遷
移
確
率
行
列
に
つ
い
て
、
各
行
が
前
期
(
同
|
】
)
に
お
け
る
輸
入
先
に
対
応
し
、
各
列
が
今
期
に
お

オ

1

ス
ト
ラ
り
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

七



第9表件) 日本の小麦輸入の遷移確率行列

アメりカ カナダ
オ ー ス ト

その他
ラリ 7

O O O 

カナダ 0.0535409 0.278308 0.663804 0.00434687 

オーストラ リ 7 I 0 O O 

その他 O O C 

第ヲ表(扮 日本の牛肉輸入の遷移確率行列

オースト ー一一直 ュー γ_. 
アメりカ カナダ その他

ラリ 7 ーラゾド

オーストラり 7 0.932336 O 0.0676641 O O 

ニュージーランド O O O O 

ア メ り カ O 0.0848631 0.898ヲ 0.0162372 O 

カ ナ タ峨 O O O O 

そ の 他 O 0.159013 O O 0.840ヲ88

第9表(c) 日本の砂糖輸入の遷移確率行列

オースト
南 77りカ キュー J ご その他

ラリ 7…ァ [0 叩 13
O O 0.826087 

南 7 7 カ O O O 

キューバ l O O O 

その他 O o. C411524 。目 666667 0.292181 

第9表但) 日本の全農林水産物輸入の遷移確率行列

アメリカ
オースト

カナダ
ニュージ

その他
ラり 7 ーラ γ ド

アメリカ O O O O 

O 0.738095 O 0.261905 O 

カナダ O 0.22535 0.77465 O O 

ニュージーヲ γ γo O O 

o. 2~9453 J その他 1，0.74617 一
O αコ437664 O O 八



日
豪
砂
糖
長
期
輸
入
協
定
が
例
の
砂
糖
紛
争
に
よ
り
破
綻
し
て
以
後
は
、
協
定
の
自
動
延
長
が
成
立
し
な
か
っ
た
た
め
、

オ
I
ス
ト
ラ

け
る
輸
入
先
に
対
応
し
て
い
る
。
日
本
の
小
麦
輸
入
(
第
9
表
制
)
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
輸
入
取
引
の
「
継
続
性
向
」

が
極
め
て
高
く
、

カ
ナ
ダ
に
対
し
て
は
か
な
り
低
い
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
は
更
に
低
く
、

ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
カ

ナ
ダ
へ
の
「
切
換
え
性
向
」
が
極
め
て
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
(
ま
た
逆
に
カ
ナ
ダ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
「
切
換
え
性
向
」

も
六
六
%
と
か
な
り
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
J

こ
の
よ
う
に
、

日
本
の
小
麦
輸
入
に
関
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
が
極
め
て
安
定
的
な
輸

入
先
と
な
っ
て
い
る
が
、

カ
ナ
ダ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
間
で
は
相
互
に
切
り
換
え
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ネ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
は
、

(
5〉

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
と
代
替
す
る
性
向
が
約
三
四
%
の
確
率
で
存
在
し
て
い
る
と
と
が
示
さ
れ
る
。

日
本
の
牛
肉
輸
入
(
第
9
表
制
)
に
関
し
て
は
、
行
列
の
主
対
角
要
素
の
総
て
が
八
四
%
以
上
に
推
定
さ
れ
て
お
り
、
主
要
輸
出
国

で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

一ュ

I
ジ

l
ラ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ
に
対
す
る
輸
入
取
引
の

「
継
続
性
向
」
が
極
め
て
大
き
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
他
の
輸
出
国
へ
の
「
切
換
え
性
向
」
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
(
僅
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
代
替
傾
向
が
六
%
ほ
ど
見
ら
れ
る
が
殆
ど
注
目
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
。
)

牛
肉
の
場
合
に
は
、

輸
入
割
当
制
度

が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
た
め
、
各
国
毎
に
政
府
間
で
数
量
が
取
り
決
め
ら
れ
、
輸
入
先
が
か
な
り
固
定
的
で
あ
る
と
い
う
事
情

を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

日
本
の
砂
糖
輸
入
の
場
合
(
第
9
表
制
)
に
は
、
主
対
角
要
素
は
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
も
の
を
除
い
て
は
極
め

て
小
さ
く
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
輸
入
取
引
の
「
継
続
性
向
」
は
極
め
て
小
さ
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
(
オ

1
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
そ
の
他
の
輸
入
先
へ
の
「
切
換
え
性
向
」
は
八
二
%
と
高
い
が
、
同
時
に
キ
ュ
ー
バ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
「
切

(
6〉

換
え
性
向
」
が
そ
れ
以
上
に
高
い
た
め
、
ネ
ッ
ト
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
「
切
換
え
性
向
」
、
が
約
一
八
%
あ
る
こ
と
に
な
る
。
)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

九



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

O 

リ
ア
か
ら
の
砂
糖
輸
入
は
従
来
ほ
ど
安
定
的
で
は
な
い
と
い
う
事
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
水
産
物
、
林
産
物
を
も
含
め
た
全
農
林
水
産
物
の
輸
入
に
つ
い
て
は
第
9
表
仙
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
は
か
な
り
大
き
な
輸
入
取
引
の
「
継
続
性
向
」
が
み
ら
れ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
「
継
続
性
向
」
よ
り
も
、

そ
の
他
の
輸
出
国
へ
の
「
切
換
え
性
向
」
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
(
但
し
、
同
時
に
そ
の
他
の
輸
出
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ

(

7

)

 

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
の
「
切
換
え
性
向
」
は
二
六
%
弱
と
な
る
。
)
近
年
、

の
「
切
換
え
性
向
」
が
七
四
%
と
大
き
い
た
め
、

日

本
は
農
林
水
産
物
輸
入
に
つ
い
て
過
度
の
ア
メ
リ
カ
依
存
を
見
直
し
、
輸
入
先
を
分
散
さ
せ
よ
う
と
し
つ
つ
あ
る
が
、

」
の
傾
向
が
増

幅
さ
れ
た
形
で
計
算
結
果
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
の
場
合
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

へ
の
「
切
換
え
性
向
」
が
ニ
六
%
と
示
さ
れ
る
が
、
同
時
に
カ
ナ
ダ
か
ら
の
「
切
換
え
性
向
」
が
ほ
ぼ
同
じ
程
度
(
一
一
一
一
%
)
あ
る
こ

と
も
推
察
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

日
本
の
輸
入
先
の
決
定
過
程
は
、
農
産
物
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

つ
ま
り
牛
肉
に

関
し
て
は
総
て
の
主
要
輸
出
国
に
対
し
て
極
め
て
安
定
的
な
輸
入
行
動
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
小
麦
と
砂
糖
に
関
し
て
は
一
つ

の
輸
出
国
を
除
い
て
は
輸
入
先
を
代
替
さ
せ
る
傾
向
が
大
き
く
、

か
な
り
不
安
定
な
輸
入
行
動
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
輸
入
取
引
に
つ
い
て
い
え
ば
、
牛
肉
に
関
し
て
は
極
め
て
固
定
的
な
市
場
シ
ェ
ア
を
提
供
し
て
い
る
が
、
小
麦
と

砂
糖
に
つ
い
て
は
か
な
り
不
安
定
で
か
っ
、
縁
辺
的
な
市
場
シ
ェ
ア
を
提
供
し
て
来
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
農
林
水
産
物
全
体

と
し
て
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
特
に
持
続
的
に
輸
入
し
よ
う
と
す
る
傾
向
の
強
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
農
林
水
産
物
全
体
と
し
て
の
輸
入
先
に
つ
い
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
す
る
持
続
的
輸
入
傾
向
が
大
き
い
と
い
う

日
本
市
場
の
特
性
が
、
第
三
章
で
示
さ
れ
た
「
競
争
・
残
余
効
果
」
に
つ
い
て
の
帰
結
(
日
本
市
場
で
特
に
大
き
く
、
累
積
的
に
増
大



し
て
来
た
と
い
う
帰
結
)
の
一
部
を
説
明
し
う
る
の
で
あ
る
。

(司

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
行
動
の
特
性
と
多
角
化
計
菌
の
評
価

以
上
の
マ
ル
コ
フ
連
鎖
に
よ
る
遷
移
過
程
の
考
察
に
お
い
て
、
輸
入
と
輸
出
を
逆
に
し
て
考
察
す
れ
ば
、
輸
出
国
に
お
け
る
輸
出
先

選
択
行
動
の
モ
デ
ル
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
計
算
過
程
は
前
節
と
全
く
同
様
で
あ
る
の
で
説
明
を
省
略
す
る
が
、
凶
式
に

お
い
て
、

sk(同
)
を
t
期
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
輸
出
額
に
占
め
る
第
j
輸
出
先
へ
の
輸
出
額
の
シ
ェ
ア
と
み
れ
ば
良
い
。
従
っ
て

遷
移
確
率

ph
は
、
前
期
(
同
l
H
)

に
お
い
て
第
-z
輸
入
国
へ
輸
出
し
て
い
た
が
、
今
期
t
に
そ
の
輸
出
先
を
第

j
輸
入
国
へ
と
切
り

換
え
る
確
率
を
示
す
こ
と
と
な
る
。

こ
の
分
析
を
輸
出
国
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
の
デ
I
タ
に
適
用
し
た
の
が
第
叩
表
例
t
川
円
で
あ
る
。
こ
の
検
討
は
第
三
一
章
ま

で
に
示
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
動
向
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
違
っ
た
角
度
か
ら
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
な
る
。

つ
ま
り
、
第

三
章
ま
で
の
説
明
は
世
界
全
体
の
輸
出
動
向
と
の
対
比
に
お
け
る
説
明
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
身
の
輸

出
行
動
パ
タ
ー
ン
の
特
性
か
ら
の
説
明
で
補
う
も
の
で
あ
る
。
冗
長
を
避
け
る
た
め
、
詳
細
な
記
述
は
省
略
す
る
が
、
顕
著
な
帰
結
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
牛
肉
輸
出
(
第
叩
表
制
)
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

日
本
に
対
す
る
輸
出
取
引
の

「
継
続
性
向
」
が
最
大
で
あ
る
と
い
う
点
が

注
目
に
値
す
る
。
更
に
他
の
主
要
輸
出
先
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
も
持
続
的
に
輸
出
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
極
め
て
大

き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
だ
け
は
、
こ
の
傾
向
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
輸
出
取
引
の
「
切
換
え
性
向
」
の
方

が
圧
倒
的
に
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
述
し
た
如
く
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
午
肉
輸
出
の
多
角
化
政
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ょ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因



オーストラリアの牛肉輸出の遷移確率行列第10表(乱)

その他

o. 106347 

O 

0.0452155 

本

O 

O 

O 

0.954785 

O 

日カナダ

O 

O 

0.822581 

O 

O 

アメリカ

O 

0.869683 

0.177419 

O 

C 

イギリス

O 

0.0239703 

O 

O 

O 

イギリス

アメリカ

カナダ

日本

その他

オーストラリアの砂糖輸出の遷移確率行列第 10表伶)

その他

0.384935 

O 

O 

O 

マレーシ

7 

O 

0.692626 

O 

O 

O 

国

O 

O 

0.476689 

0.471569 

O 

韓カナダ

O 

o. 307375 

O 

0.528431 

O 

本

0.615065 

O 

0.523311 

O 

O 

日

日本

カナダ

韓 国

マレーシア

その他

オーストラリアの小麦輸出の遷移確率行列第 10表(c)

その他

0.0584643 

0.0909521 

O 

ニュージ

ーラ Y ド

O 

0.0203195 

O 

O 

O 

本

O 

0.259313 

O 

O 

日国

0.941536 

O 

O 

O 

O 

中エジプト

O 

0.629415 

O 

O 

O 

ト

国

本

ニュージーラントー

その他

プ‘? 
〕

エ
ム
中
日

う
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
推
定
結
果
は

そ
の
効
果
が
十
分
表
わ
れ
て
お
ら
ず
、

依
然
と
し
て
従
来
か
ら
の
主
要
輸
入
国

に
持
続
的
に
集
中
す
る
傾
向
の
強
い
こ

と
を
推
察
さ
せ
る
。
現
在
検
討
さ
れ
て

い
る
牛
肉
輸
出
多
角
化
政
策
の
具
体
的

な
措
置
は
、
特
に
最
有
利
市
場
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
市
場
か
ら
そ
の
他
市
場
へ
の

輸
出
先
の
多
角
化
で
あ
る
が
、
こ
の
方

向
の
輸
出
取
引
の
「
切
換
え
性
向
」
は

一
0
・
六
%
と
依
然
と
し
て
低
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に

カ
ナ
ダ
か

ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
(
政
策
目
標
と
は
逆

方

向
の、、J

-， 

切
換
え

ネ 性
ツ向
ト」

の が
効(ー
果11七
で・

七
%
も
あ
る
た
め
、

は
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
「
切
換
え
性

向
」
が
約
七
・
一
%
あ
る
こ
と
に
な
る
。



こ
の
意
味
か
ら
も
、
現
在
の
非
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
多
様
化
措
置
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
成
長
の
鈍
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
第
三
章
一
で
も
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
叩
表
制
に
お
い
て
、
「
そ
の
他
市
場
」
の
列
を
縦
に
合
計
す
る
と
一
一
・
一
と
な
り
、

(

9

U

 

件
の
下
で
は
あ
る
特
定
市
場
に
つ
い
て
、
貿
易
取
引
の
「
継
続
性
向
」
に
、
そ
の
市
場
へ
の
ネ
ッ
ト
の
「
切
換
え
性
向
」
(
そ
の
市
場

一
よ
り
大
き
く
な
る
。

一
定
の
条

へ
の
「
切
換
え
性
向
」
か
ら
そ
の
市
場
か
ら
の
「
切
換
え
性
向
」
を
差
し
引
い
た
も
の
)
を
加
え
た
値
が
一
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、

そ
の

市
場
へ
の
「
集
中
化
」
傾
向
が
存
在
し
、

そ
の
市
場
シ
ェ
ア
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
「
そ
の
他
市
場
」
に
つ
い
て
こ
の
値
が

一
よ
り
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
、
「
そ
の
他
市
場
」
の
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
は
、
現
在
の
牛
肉
輸
出
多
角
化
政
策
は
あ
る
程
度
、
成
功
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
前
述
の
記
述
と
併
せ
て
考

え
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
市
場
か
ら
「
そ
の
他
市
場
」

へ
の
多
角
化
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
「
そ
の
他
市
場
」

へ
の
多
角
化
が
進
む
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
輸
出
シ
ェ
ア
の
圧
倒
的
大
部
分
が
ア
メ
リ
カ
市
場
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
方
向
の
多
角
化
は
量
的
に
は
マ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
余
り
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
小
麦
と
砂
糖
の
輸
出
(
第
叩
表
刷
、
料
)
に
つ
い
て
は
、
(
砂
糖
輸
出
に
お
け
る
日
本
市
場
を
除
け
ば
)
特
定
の
主
要
市
場
に

オ

1
只
ト
ラ
り
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

つ
い
て
余
り
大
き
な
「
継
続
性
向
」
は
見
ら
れ
ず
、
今
後
、
「
そ
の
他
市
場
」
へ
の
輸
出
多
角
化
が
進
ん
で
い
く
傾
向
の
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

(閏)

日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
両
国
に
お
け
る
輸
出
入
シ
ェ
ア
の
見
通
し

前
節
で
検
討
さ
れ
た
遷
移
確
率
は
、
貿
易
取
引
先
の
選
択
過
程
に
お
け
る
代
替
の
程
度
を
示
す
も
の
と
し
て
そ
れ
自
体
興
味
深
い
が
、



だ
け
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
上
昇
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ェ
ア
は
大
き
く
下
落
し
た
後
に
、

し
ば
ら
く
の
問
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
主
規
定
要
因

四

そ
の
本
来
の
用
途
は
将
来
の
推
移
過
程
を
見
通
す
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
見
通
し
そ
の
も
の
に
は
余
り
重
点
を
置
い
て
い
な
い

が
、
遷
移
確
率
が
時
間
を
通
じ
て
不
変
で
あ
る
場
合
に
、
前
節
ま
で
の
推
論
が
、
今
後
い
か
に
展
開
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め

に
、
そ
の
補
論
と
し
て
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

一
九
八
一
年
を
起
点
と
し
て
こ
の
時
点
の
各
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
の
ベ
ク
ト
ル

〔
選
』
(
同
)
〕
に
一
定
の
遷
移
確
率
行
列
P
を
予
測
期
間
の
年
数
ー
だ
け
乗
ず
る
こ
と
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
。

つ
ま
り

〔達、
(

H

+

N

)

〕
H
〔
ミ
』
(
同
)
〕
-
M》
円

(」.日

Y
:
J
P

〔

S
H
(同
)
〕
毘
4
4
入
、
7
」
で
)

•••••••••• 

・・・・(∞)

こ
の
関
係
を
用
い
て
日
本
の
輸
入
に
占
め
る
各
輸
出
国
の
シ
ェ
ア
を
予
測
し
た
も
の
が
第
二

t
五
図
で
あ
り
、

ま
た
オ

l
ス
ト
ラ
リ

ア
の
輸
出
に
占
め
る
各
輸
入
国
の
シ
ェ
ア
を
予
測
し
た
も
の
が
第
六

t
八
図
で
あ
る
。

日
本
の
牛
肉
輸
入
(
第
二
図
)
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
比
重
が
若
干
下
落
し
、

ア
メ
リ
カ
と
ニ
ュ

1
ジ
!
ラ
ン

ド
と
が
や
や
ウ
エ
ー
ト
を
高
め
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
依
然
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
初
め
と
す
る
こ
の
主
要
三
カ
国
だ
け
で
九

五
%
以
上
を
し
め
、
極
め
て
固
定
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
前
節
で
も
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

日
本
の
小
麦
輸
入
(
第
三
図
)
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
ア
メ
リ
カ
の
比
重
が
高
ま
り
、
他
方
、

カ
ナ
ダ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
若
干
、

下
落
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
極
め
て
安
定
的
な
シ
ェ
ア
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
(
現
在
、

わ
が
国
は
輸
入
先
の
分
散
を
図

り
つ
つ
あ
る
が
、

そ
の
効
果
は
こ
の
限
ら
れ
た
予
測
期
間
内
で
は
明
確
に
表
わ
れ
ず
、
僅
か
に
予
測
期
間
の
三
年
目
以
降
に
ア
メ
リ
カ

の
シ
ェ
ア
の
伸
び
率
が
低
下
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。
恐
ら
く
十
分
な
効
果
は
こ
れ
以
降
の
期
間
に
生
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
る
J

こ
れ
に
対
し
、
砂
糖
の
場
合
(
第
四
国
)
に
は
、
各
国
シ
ェ
ア
と
も
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
南
ア
フ
リ
カ
の
シ
ェ
ア

上
昇
に
転
ず
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
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第 6図豪州における牛肉輸出先
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全
農
林
水
産
物
で
み
た
場
合
(
第
五
図
)
や
は
り
ア
メ
リ
カ
が
今
後
も
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
現
在
、
第

二
位
の
シ
ェ
ア
を
も
っ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
カ
ナ
ダ
と
順
位
が
入
れ
代
わ
る
が
、
両
国
と
も
ほ
ぼ
同
程
度
の
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ェ
ア
も
マ
イ
ナ
ー
な
レ
ベ
ル
で
ほ
ぼ
安
官
比
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
農
林
水
産
物

輸
入
は
今
後
も
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
む
少
数
の
主
要
輸
出
国
に
大
き
く
依
存
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

他
方
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
総
額
に
占
め
る
各
輸
入
国
の
シ
ェ
ア
は
、

牛
肉
に
つ
い
て
は
(
第
六
図
〉
、

ア
メ
リ
カ
の
優
位
が

今
後
も
続
く
が
、

日
本
と
カ
ナ
ダ
は
若
干
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
「
そ
の
他
市
場
」
の
シ
ェ
ア
が
増
大

し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
が

こ
の
こ
と
は
前
節
で
輸
出
多
角
化
計
画
と
の
関
連
で
検
討
し
た
こ
と
と
も
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
麦
(
第
七
図
)
と
砂
糖
(
第
八
図
)
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
主
要
輸
出
先
の
殆
ど
が
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
、
「
そ
の
他
市

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

七

場
」
の
シ
ェ
ア
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
二
つ
の
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
輸
出
先
の
多
角

(
川
)

化
が
大
き
く
進
展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
林
水
産
物
全
体
と
し
て
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
完
備
し
た
デ
ー
タ
を
欠
く
た
め
十
分
な
推
定
は
で
き

な
い
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
輸
出
先
の
多
角
化
は
、
主
要
輸
出
農
産
物
で
あ
る
牛
肉
で
は
緩
慢
に
し
か
進
ま
な
い
が
、
小
麦

と
砂
糖
な
ど
の
や
や
重
要
性
の
低
い
輸
出
農
産
物
で
は
よ
り
急
速
に
進
む
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

注
(

3

)

一
一
豪
州
輸
出
総
額
に
占
め
る
日
本
へ
の
輸
出
額
の
シ
ェ
ア
が
農
産
物
の
品
目
別
に
見
た
場
合
に
も
急
速
に
拡
大
し
て
来
た
こ
と
は
、
第
三
章
で

の
分
析
の
他
に
、
第
6
表
に
お
い
て
も
明
躍
に
表
わ
れ
て
い
る
。

(

4

)

遷
移
健
率
の
推
定
に
当
た
っ
て
は
、
一
九
七
五

t
一
九
八
一
年
の
資
料
を
用
い
た
。
こ
の
章
は
第
三
章
と
次
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
。
第

三
章
の
C
M
S
分
析
に
お
い
て
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
は
シ
ェ
ア
が
一
定
の
下
で
抽
出
さ
れ
る
効
果
で
あ
る
が
、
第
四
項
の
競
争
・
残
余
効

果
は
シ
ェ
ア
そ
の
も
の
が
変
化
す
る
効
果
で
あ
る
ο

こ
の
第
四
項
の
内
容
は
種
々
雑
多
な
も
の
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
の
中
身
は
C
M
S
分
析



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

八

だ
け
で
は
検
討
で
き
な
い
。
従
っ
て
第
四
章
で
は
こ
れ
を
別
の
角
度
か
ら
検
討
す
る
た
め
に
マ
ル
コ
フ
モ
デ
ル
に
よ
り
シ
ェ
ア
そ
の
も
の
の
動

き
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
貿
易
相
互
依
存
度
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
両
国
の
貿
易
取
引
行
動
の
特

性
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

5

)

(

6

)

(

7

)

(

8

)

(

9

)

本
文
中
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
の
「
切
換
え
性
向
」
の
計
算
過
程
は
、
一
定
の
条
件
(
前
期
の
各
市
場
の
シ
ェ
ア
が
総
て
等
し

い
場
合
、
例
え
ば
河
カ
国
の
市
場
の
場
合
、
各
市
場
の
シ
ェ
ア
が
総
て
事
』
(
H
l
H
)

川
町
】
¥
誌
で
等
し
い
と
い
う
条
件
)
の
下
で
の
み
成
立
す
る
。

こ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
各
々
の
遷
移
確
率
に
、
異
な
っ
た
前
期
の
シ
ェ
ア
遣
』
(
h
l
H
)

が
か
け
ら
れ
る
の
で
、
遷
移
確
率
問

の
単
純
な
引
算
は
余
り
意
味
を
も
た
な
い
。
こ
こ
で
は
一
応
の
目
安
と
し
て
敢
え
て
そ
の
数
値
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

因
に
日
本
は
、
ォ

1

ス
ト
ラ
り
ア
の
砂
糖
輸
出
に
対
し
て
そ
の
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
最
大
市
場
で

あ
り
続
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
日
本
は
、
羊
毛
、
マ
ト

γ
等
に
関
し
て
最
大
市
場
と
な
っ
て
い
る
。

(

叩

)

玉
、
お
わ
り
に

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

(

i

)

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
は
世
界
全
体
の
輸
出
の
伸
び
を
下
回
っ
て
推
移
し
た
こ
と
。

(

h

U

)

 

そ
の
要
因
と
し
て
は
主
に
輸
出
商
品
の
構
成
か
ら
く
る
効
果
と
輸
出
相
手
市
場
の
構
成
か
ら
く
る
効
果
と
に
よ
り
説
明
さ
れ

る
こ
と
。

(
…

m) 
ま
た
、

そ
の
傾
向
は
第
皿
期
(
一
九
七
三
/
七
五

t
一
九
七
八
/
八

O
)
に
入
っ
て
よ
り
大
き
く
表
わ
れ
た
こ
と
。

(
-
W
)
 

さ
ら
に
そ
の
傾
向
は
、
伝
統
的
な
農
産
物
で
あ
る
畜
産
物
、
酪
農
口
問
、
羊
毛
と
製
造
業
部
門
で
大
き
く
表
わ
れ
、
逆
に
鉱
産

物
で
は
有
利
に
展
開
し
た
こ
と
。

(

V

)

 

こ
の
傾
向
は
イ
ギ
リ
ス
市
場
で
最
も
大
き
く
表
わ
れ
、

日
本
市
場
で
は
全
く
反
対
に
有
利
に
展
開
し
た
こ
と
。



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
要
因

九

(

-

m

)

 

ま
た
そ
の
傾
向
に
対
す
る
補
足
的
要
因
と
し
て
は
、

日
本
の
輸
入
行
動
に
お
い
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
持
続
的
輸
入

性
向
が
大
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
行
動
に
お
い
て
も
日
本
に
対
す
る
継
続
的
輸
出
性
向
お
よ
び

日
本
へ
の
輸
出
先
切
換
え
性
向
が
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
。

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
輸
出
農
産
物
の
中
で
は
羊
毛
、
酪
農
品
が
そ
の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
、
逆
に
牛
肉
、
小
麦
、
米
な
ど
が
貢
献
度
を
高
め
て
き

て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
更
に
、
産
業
構
造
と
し
て
は
第
三
次
産
業
の
比
重
が
圧
倒
的
に
高
く
、
農
業
部
門
と
製
造
業
部
門
の
比
重

は
低
い
こ
と
、
鉱
業
部
門
の
比
重
が
伸
び
て
き
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
c

こ
の
第
三
次
産
業
の
比
重
が
高
い
こ
と
は
多
く
の
先
進

国
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
に
は
移
民
の
割
合
が
高
く
彼
ら
の
多
く
は
未
熟
練
労
働
者
で
あ
り
、
農
村
部

に
入
る
こ
と
な
く
都
市
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
滞
留
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
有
の
事
情
を
も
反
映
し
て
い
る
。

周
知
の
通
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
製
造
業
を
は
じ
め
多
く
の
輸
入
競
合
部
門
を
手
厚
く
保
護
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
輸
出
農
業

部
門
に
不
利
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
輸
入
競
合
部
門
に
お
け
る
関
税
お
よ
び
輸
入
数
量
制
限
は

以
下
の
こ
と
を
通
じ
て
農
業
部
門
に
不
利
に
影
響
す
る
。

つ
ま
り
(

i

)

農
業
部
門
で
使
用
さ
れ
る
輸
入
投
入
財
の
費
用
を
上
昇
さ
せ
る
、

守
口
)
資
本
や
労
働
な
ど
の
基
本
的
な
生
産
要
素
の
確
保
に
対
し
て
保
護
さ
れ
た
部
門
の
競
争
力
を
高
め
、
農
業
部
門
か
ら
の
流
出
を
促

進
す
る
、
(
…

m)従
っ
て
そ
れ
ら
の
価
格
を
引
き
上
げ
る
、

(
-
W
)
為
替
レ

l
ト
(
自
国
通
貨
の
評
価
)
を
実
質
的
に
高
め
る
よ
う
機
能
す

る
、
そ
の
結
果
、
(
農
産
物
)
輸
出
を
鈍
化
さ
せ
る
、
等
で
あ
る
。
事
実
、
こ
れ
ら
の
効
果
は
第
九
図
に
示
す
よ
う
に
農
業
部
門
に
対
す

る
交
易
条
件
の
悪
化
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
反
映
し
て
農
場
数
も
僅
か
な
が
ら
減
少
し
て
き
て
い
る
(
第
一

O
図)。

第
日
表
制

t
川
仰
は
、
輸
入
競
合
産
業
に
対
す
る
保
護
関
税
が
殆
ど
の
主
要
農
業
部
門
に
対
し
て
不
利
な
効
果
を
与
え
る
こ
と
を
示
し



第 9図農業部門の交易条件〔受取価格/支払価格〉の推移

(1960/61-1962/63年の平均を l∞とする指数)
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第11表(吋製造業部門の保護関税を10%引き上げた場合の各農産物への影響
(単位 %) 

価格 粗 生 産 額 l 実質粗生産額

-0.32 

-0.44 

-0.36 

-0.32 

-0.01 

0.47 

0.16 

0.59 

-0.30 

-0目 3C

-0.41 

-0.52 

-0.18 -1.03 

-1. 03 I ーし 90

-0.凸-1.53 

-0.62 -1.49 

-0.42 I -1. 29 

0.9ヲ-1.86 

第11表(b) 製造業部門への保護関税を10%引き上げた場合の農牧地帯別生産

高への影響
(1員位:%) 

Z Z l 
小麦

大麦

肉牛

全産業生産高

資料:第 2表(叫に同じ.

放牧地帯 小麦・羊地帯 多雨地帯

0.27 

-0.27 

0.15 

0.15 

-0.8コ

-0.29 

-0.18 

-0.38 

-0.40 

-0.33 

-0.44 

-0.30 

-0.56 

-0.64 

-0.33 

0.33 

-0.75 

0.57 

て
い
る
。
製
造
業
部
門
に
対
す
る

O
%
の
関
税

の
引
き
上
げ
は
、
農
業
生
産
額
を

t
二
%
下
落

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
農
牧
地
帯
別
で
は

「
多
雨
地
帯
」
が
他
の
地
帯
よ
り
も
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
c

そ
の
理
由
は

こ
の
地
帯
が
酪
農
や
園
芸
な
ど
、
よ
り
労
働
集
約

的
な
部
門
を
多
く
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
積
極
的
に
輸
入
代

替
的
工
業
化
を
押
し
進
め
て
き
た
が
、
そ
の
こ
と

が
比
較
優
位
部
円
で
あ
る
農
業
部
門
の
輸
出
成
長

に
抑
制
的
に
作
用
し
、
そ
の
国
際
競
争
力
を
弱
め

て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
国
際
市
場
に
お
け
る
農
産
物
の
交
易

条
件
、
が
悪
化
し
て
い
る
状
況
で
は
、
輸
出
農
業
部

門
に
特
化
す
る
こ
と
も
ま
た
必
ず
し
も
賢
明
と
は

き
え
な
い
。

第
三
章
の
分
析
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
今
後

四
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
世
界
輸
出
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、

(

i

)

(

よ
り
需
要
成
長
の
大
き
い
市
場
へ
の
〉
輸
出

先
の
多
角
化
と
、
(
紅
)
(
よ
り
需
要
成
長
の
大
き
い
商
品
へ
の
)
輸
出
商
品
の
多
角
化
と
を
図
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
前

者
と
し
て
は
、
伝
統
的
な
英
米
市
場
か
ら
中
東
、
計
画
経
済
圏
、

ア
ジ
ア
市
場
へ
の
多
角
化
で
あ
り
、
後
者
と
し
て
は
、
伝
統
的
な
苔

産
物
か
ら
穀
類
、
園
芸
・
加
工
農
産
物
お
よ
び
鉱
産
物
へ
の
多
角
化
を
促
進
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
本
文
中
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
貿
易
依
存
度
が
高
い
た
め
に
、
国
際
価
格
の
変
動
に
よ
り
圏
内
市
場
が
撹

(

日

)

乱
さ
れ
易
い
。
そ
れ
故
、
国
際
市
場
の
変
動
か
ら
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
に
、
圏
内
市
場
に
対
し
て
、
各
種
の
価
格
安
定
化
措
置
を
強

化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
国
際
市
場
に
対
し
て
も
各
種
の
国
際
協
定
や
長
期
契
約
を
通
じ
て
輸
出
市
場
の
安
定
確
保
に

積
極
的
に
務
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
(

U

)

周
知
の
通
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
国
内
生
産
に
占
め
る
輸
出
の
比
率
が
高
い
た
め
に
、
国
際
価
格
の
変
動
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
易

ぃ
。
そ
こ
で
こ
の
効
果
を
評
価
す
る
た
め
に
、
各
農
牧
地
帯
毎
に
、
各
作
物
の
種
々
の
(
輸
出
)
価
格
弾
力
性
を
計
測
し
た
の
が
第
2
表
制
l

仙
で
あ
る
。

「
放
牧
地
帯
」
で
は
、
羊
毛
の
生
産
量
は
肉
牛
や
穀
物
よ
り
も
自
己
価
格
弾
力
性
が
小
さ
く
、
余
り
価
格
に
反
応
し
て
い
な
い
が
、
羊
毛
と

他
の
代
替
的
農
産
物
と
の
聞
の
交
叉
価
格
弾
力
性
は
他
の
地
帯
よ
り
も
比
較
的
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
小
麦
・
羊
地
帯
」
で
は
、
白
己
価
格
弾
力
性
、
交
叉
価
格
弾
力
性
と
も
か
な
り
高
い
が
、
概
し
て
畜
産
部
門
間
(
羊
毛
|
羊
肉
、
羊
肉
|

肉
牛
、
羊
毛
|
肉
牛
)
で
最
小
、
耕
種
作
物
主
事
産
部
門
の
間
で
中
程
度
、
穀
物
間
で
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
帯
で
は
一
九
六
九
/
七

o
t
一
九
七
三
一
/
七
四
年
度
に
か
け
て
採
用
さ
れ
た
小
麦
作
付
数
量
割
当
制
度
が
大
き
く
影
響
し
、
小
麦
生
産
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
羊
毛
と

羊
肉
の
僅
か
な
拡
大
、
肉
牛
と
大
麦
の
大
幅
な
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。

「
多
雨
地
帯
」
で
は
、
羊
毛
と
羊
肉
の
自
己
価
格
弾
力
性
は
、
肉
牛
や
穀
類
よ
り
も
か
な
り
低
い
。
同
様
に
、
競
合
農
産
物
の
価
格
変
化
に

関
す
る
羊
毛
生
産
の
交
叉
弾
力
性
は
、
他
の
農
産
物
と
価
絡
の
組
み
合
わ
せ
の
交
叉
弾
力
性
よ
り
も
低
い
。
こ
れ
は
こ
の
地
帯
が
伝
統
的
に
牧

羊
業
に
支
配
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
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「
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ー
ス
ト
ラ
リ
ア
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経
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
一

O
片
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日
本
貿
易
振
興
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『
農
林
水
産
物
の
貿
易
一
九
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日
本
貿
易
振
興
会
発
行
、
一
九
八
二
年
)
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杉
崎
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一
「
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ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
粗
粒
穀
物
の
生
産
と
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通
」
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『
世
界
の
畜
産
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第
五
四
号
、
国
際
食
糧
農
業
協
会
、

〔

泣

〕

〔

お

〕

一
九
八
一
年
六
月
〉
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〔

お

〕

佐
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木
敏
夫
「
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ラ
ン
ダ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
酪
農
」
(
『
世
界
の
畜
産
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第
六
七
号
、
国
際
食
糧
農
業
協
会
、

一
九
八
二
年
七
月
)
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「
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ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
米
作
事
情
」
(
『
農
政
調
査
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報
』
第
三
二
二
号
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豪
州
政
府
広
報
局
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
業
』
(
連
邦
政
府
広
報
局
参
考
資
料
、

〔
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〕
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ー
ス
ト
ラ
リ
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お
け
る
農
産
物
輸
出
の
動
向
と
規
定
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九
八
三
年
七
月
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九
八
三
年
)

四
五

研

究

員
)
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